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■
加
茂
市
の
財
政
状
況

■
令
和
４
年
度
決
算

■
ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
市
長
と
の
座
談
会
（
防
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）

■
お
知
ら
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■
加
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土
記

■
暮
ら
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の
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ー
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江
戸
時
代
か
ら
続
く
六
斎
市

江
戸
時
代
か
ら
続
く
六
斎
市

　
朝
か
ら
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
定
期
露
店
市
場
は
、
４
と
９

の
つ
く
日
に
開
か
れ
て
お
り
、
四
九
(よ
ん
く
)の
市
と
か
、

月
6
回
あ
る
の
で
、
六
斎
市
(ろ
く
さ
い
い
ち
)と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
地
元
の
農
家
さ
ん
の
出
店
も
多
く
、
お
店
の
方
と
の
や
り

と
り
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
購
入
し
た
野
菜
・
果
物
な
ど
の

保
存
方
法
や
調
理
法
を
教
え
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
朝
か
ら
に
ぎ
わ
い
を
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せ
る
定
期
露
店
市
場
は
、
４
と
９

の
つ
く
日
に
開
か
れ
て
お
り
、
四
九
(よ
ん
く
)の
市
と
か
、

月
6
回
あ
る
の
で
、
六
斎
市
(ろ
く
さ
い
い
ち
)と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
地
元
の
農
家
さ
ん
の
出
店
も
多
く
、
お
店
の
方
と
の
や
り

と
り
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。
購
入
し
た
野
菜
・
果
物
な
ど
の

保
存
方
法
や
調
理
法
を
教
え
て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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行財政健全化推進計画の取組結果について 
令和２年２月に策定した「行財政健全化推進計画」の取組結果を報告します。 
この計画では、市民の安心・安全な暮らしを守ることができるよう、また加茂市の未来のための新しい事業に迅
速に対応できるように財源を生み出すため、実質単年度収支の黒字化及び令和４年度末の財政調整基金残高を３
億円にするための取組と目標効果額を設定しています。 
 

１ 令和４年度の施策の効果額 ※目標効果額：計画 16ページ「（10）行財政健全化施策の効果額一覧表」で掲げた額 

項 目 目標効果額 令和４年度実績額 目標額との差 
人件費の抑制 7,400 万円 3,652 万円 △ 3,748 万円 
補助金の見直し 4,000 万円 8,496 万円 4,496 万円 
事務・事業の見直し 7,300 万円 1 億 5,817 万円 8,517 万円 
自主財源の確保 2,300 万円 2 億 1,325 万円 1 億 9,025 万円 
下水道使用料の改定 2,700 万円 3,114 万円 414 万円 

合 計 2 億 3,700 万円 5 億 2,404 万円 2 億 8,704 万円 

◆令和４年度は、目標効果額合計 2億3,700万円に対して、5億 2,404万円の実績となり、目標を上回る結果
となりました。 
◆「人件費の抑制」については、組織再編に加え、新規事業の立ち上げも多かったことから、新規採用職員数
を予定通り抑制することができなかったため、目標を達成できませんでした。 
◆「事務・事業の見直し」については、加茂 美人の湯への指定管理者導入による効果額4,807万円や電気契約
の見直しによる効果額3,022万円などにより、目標を上回りました。 
◆「自主財源の確保」については、ふるさと寄附金の返礼品の拡充や多角的なプロモーションなどの広告宣伝
による寄附金額の増に伴う効果額1億 8,486千円、市税等の徴収体制の強化による収納率の向上に伴う効果
額2,556千円などにより、目標額を上回りました。 

 

２ 収支の状況（普通会計）                           単位：万円 

 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 
歳入 112 億 9,277 113 億 1,225 150 億  969 136 億 9,902 144 億 1,848 
歳出 112 億 3,499 111 億 7,959 144 億 4,432 126 億 5,991 137 億 5,312 

実質収支 1,492 1 億  743 5 億 4,597 10 億 1,610 6 億 3,038 
実質単年度収支 3,444 8,391 4 億 9,748 8 億 1,079 2 億 7,244 

※実質単年度収支：単年度収支に実質的な黒字要素（財政調整基金への積立額や市債の繰上償還）を加え、赤
字要素（財政調整基金の取崩し額）を差し引いた額 

 ※単 年 度 収 支：実質収支（歳入から歳出を差し引いた額から翌年度に繰り越した事業の財源を控除した額）
から、その前年度の実質収支を差し引いた額  

３ 財政調整基金の残高                             単位：万円 

 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 
財政調整基金残高 2,237 1,351 7,226 4 億 1,261 10 億 7,069 

 令和４年度末の財政調整基金残高は10億7,069万円となり、目標額の３億円を上回りました。  
 

４ 令和元年度から令和４年度における行財政健全化施策の取組結果 
※目標効果額：計画 16ページ「（10）行財政健全化施策の効果額一覧表」の計の数字 

項  目  目標効果額 実績額 目標額との差 
人件費の抑制 1 億 6,600 万円 1 億 1,601 万円 △ 4,999 万円 
補助金の見直し 1 億 2,000 万円 2 億 1,946 万円 9,946 万円 
事務・事業の見直し 2 億 900 万円 4 億 656 万円 1 億 9,756 万円 
自主財源の確保 6,700 万円 7 億 3,443 万円 6 億 6,743 万円 
下水道使用料の改定 6,800 万円 7,896 万円 1,096 万円 

合 計 6 億 3,000 万円 15 億 5,542 万円 9 億 2,542 万円 

行
財
政
健
全
化
推
進
計
画
の
取
組
結
果
に
つ
い
て

加
茂
市
の
財
政
状
況

　
財
政
の
ゆ
と
り
の
程
度
を
表
し
、
数
値
が
小
さ
い
ほ
ど
ゆ
と
り
が
あ
る
と
判
断
で

き
ま
す
。
経
常
経
費
（
毎
年
度
決
ま
っ
て
出
て
い
く
支
出
）
の
経
常
一
般
財
源
（
毎
年

度
決
ま
っ
て
入
っ
て
く
る
収
入
）
に
対
す
る
割
合
で
す
。
令
和
４
年
度
は
97
・
１
％

と
令
和
３
年
度
と
比
較
し
て
７
・
６
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
の
一

時
的
な
普
通
交
付
税
の
増
額
に
加
え
、
歳
入
面
で
は
市
民
税
が
減
少
し
た
こ
と
、
歳

出
面
で
は
職
員
の
退
職
手
当
や
光
熱
水
費
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

　
財
政
の
豊
か
さ
の
程
度
を
表
し
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
豊
か
で
あ
る
と
判
断
で
き

ま
す
。
市
の
標
準
的
な
税
収
入
の
標
準
的
な
経
費
に
対
す
る
割
合
で
過
去
３
年
間
の

平
均
値
で
す
。
１
を
超
え
る
と
収
入
が
経
費
よ
り
多
い
と
言
え
ま
す
。
加
茂
市
の
令

和
４
年
度
の
財
政
力
指
数
は
０
・
４
１
０
な
の
で
収
入
が
足
り
ず
、
国
か
ら
の
財
源

に
依
存
し
て
い
る
状
況
で
す
。
近
年
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

財
政
力
指
数

ざ
い
せ
い
り
ょ
く
し

す

う

経
常
収
支
比
率

け
い
じ
ょ
う
し
ゅ
う
し

ひ

り

つ

　
毎
年
の
借
入
金
返
済
額
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
、
過
去
３
年
間
の
平
均
値

で
す
。
18
％
以
上
と
な
る
と
市
債
の
借
り
入
れ
に
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
令
和

４
年
度
は
９
・
３
％
と
令
和
３
年
度
と
比
較
し
て
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま
し
た

が
、
起
債
許
可
団
体
と
な
る
18
％
は
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率

じ
っ
し
つ
こ
う
さ
い

ひ
　
ひ

り

つ

　
借
入
金
残
高
な
ど
負
債
の
財
政
規
模
に
対
す
る
割
合
で
、
将
来
負
担
す
べ
き
負
債

額
に
つ
い
て
過
大
か
ど
う
か
を
測
り
ま
す
。
財
政
調
整
基
金
残
高
の
増
に
よ
り
、
令

和
４
年
度
は
84
・
４
％
に
改
善
し
ま
し
た
。

将
来
負
担
比
率

し
ょ
う
ら
い
ふ

た

ん
　
ひ
　
り
　
つ

表 2　その他過去の主な財政指標

区分

実質単年度収支

財政調整基金残高

財政力指数

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率

平成30年度

3,444万円

2,237万円

0.426

98.6％

11.3％

121.9％

平成31（令和元）年度

8,391万円

1,351万円

0.426

98.5％

10.1％

123.0％

令和2年度

4億 9,748万円

7,226万円

0.425

95.5％

9.3％

114.6％
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表紙

　
令
和
４
年
度
決
算
か
ら
加
茂
市
の
財
政
状
況
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
実
質
単
年

度
収
支
、
財
政
調
整
基
金
、
経
常
収
支
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
比
率

に
つ
い
て
解
説
し
、
主
要
な
指
標
に
つ
い
て
加
茂
市
の
過
去
の
数
値
と
比
較
し
な
が

ら
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま
で
の
行
財
政
健
全
化
推
進
計
画
に
お
い

て
、
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
し
た
「
実
質
単
年
度
収
支
黒
字
化
」
と
「
財
政
調
整
基
金

残
高
３
億
円
」
は
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
全
て

の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
財
政
状
況
は
楽
観
視
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
引
き
続
き
行
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
該
年
度
の
み
の
収
入
と
支
出
の
差
で
す
。
こ
れ
が
赤
字
に
な
る
と
、
そ
の
年
度

の
収
入
だ
け
で
は
必
要
な
支
出
が
ま
か
な
い
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
も
令
和
３
年
度
に
引
き
続
き
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。
実
質
単
年
度
収
支
が
黒
字
に
な
る
こ
と
で
、
財
政
調
整
基
金
を
積
み

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

実
質
単
年
度
収
支

じ
っ
し
つ
た
ん

ね

ん

ど

し
ゅ
う
し

　
家
計
の
貯
金
に
例
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
収
入
が
著
し
く
減
っ
た
時
や
一
時
的

な
支
出
が
必
要
に
な
っ
た
時
な
ど
に
取
り
崩
し
て
い
ま
す
。
行
財
政
健
全
化
推
進
計

画
の
目
標
を
財
政
調
整
基
金
残
高
３
億
円
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
末
の

残
高
は
約
10
億
７
１
０
０
万
円
と
な
り
目
標
額
を
上
回
り
ま
し
た
。

財
政
調
整
基
金
残
高

ざ
い
せ
い
ち
ょ
う
せ
い
き

き

ん

ざ
ん
だ
か

加
茂
市
の
財
政
状
況

〜
令
和
４
年
度
決
算
か
ら
〜

加
茂
市
長
　
藤
田
明
美

表 1　令和 3年度と令和 4年度の主な財政指標の比較

実質単年度収支

財政調整基金残高

財政力指数

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率

区分 令和 3年度 令和 4年度
8億1,079万円

4億1,261万円

0.414

89.5%

9.1％

99.0％

2億7,244万円
（－5億 3,835 万円）

10億7,069万円
（+6億 5,808 万円）

0.410
（－0.004）

97.1％
（+7.6％）

9.3％
（+0.2％）

84.4％
（－14.6％）



3　　 広報かも　No.808　5．10．15 広報かも　No.808　5．10．15　　 4

行財政健全化推進計画の取組結果について 
令和２年２月に策定した「行財政健全化推進計画」の取組結果を報告します。 
この計画では、市民の安心・安全な暮らしを守ることができるよう、また加茂市の未来のための新しい事業に迅
速に対応できるように財源を生み出すため、実質単年度収支の黒字化及び令和４年度末の財政調整基金残高を３
億円にするための取組と目標効果額を設定しています。 
 

１ 令和４年度の施策の効果額 ※目標効果額：計画 16ページ「（10）行財政健全化施策の効果額一覧表」で掲げた額 

項 目 目標効果額 令和４年度実績額 目標額との差 
人件費の抑制 7,400 万円 3,652 万円 △ 3,748 万円 
補助金の見直し 4,000 万円 8,496 万円 4,496 万円 
事務・事業の見直し 7,300 万円 1 億 5,817 万円 8,517 万円 
自主財源の確保 2,300 万円 2 億 1,325 万円 1 億 9,025 万円 
下水道使用料の改定 2,700 万円 3,114 万円 414 万円 

合 計 2 億 3,700 万円 5 億 2,404 万円 2 億 8,704 万円 

◆令和４年度は、目標効果額合計 2億3,700万円に対して、5億 2,404万円の実績となり、目標を上回る結果
となりました。 
◆「人件費の抑制」については、組織再編に加え、新規事業の立ち上げも多かったことから、新規採用職員数
を予定通り抑制することができなかったため、目標を達成できませんでした。 
◆「事務・事業の見直し」については、加茂 美人の湯への指定管理者導入による効果額4,807万円や電気契約
の見直しによる効果額3,022万円などにより、目標を上回りました。 
◆「自主財源の確保」については、ふるさと寄附金の返礼品の拡充や多角的なプロモーションなどの広告宣伝
による寄附金額の増に伴う効果額1億 8,486千円、市税等の徴収体制の強化による収納率の向上に伴う効果
額2,556千円などにより、目標額を上回りました。 

 

２ 収支の状況（普通会計）                           単位：万円 

 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 
歳入 112 億 9,277 113 億 1,225 150 億  969 136 億 9,902 144 億 1,848 
歳出 112 億 3,499 111 億 7,959 144 億 4,432 126 億 5,991 137 億 5,312 

実質収支 1,492 1 億  743 5 億 4,597 10 億 1,610 6 億 3,038 
実質単年度収支 3,444 8,391 4 億 9,748 8 億 1,079 2 億 7,244 

※実質単年度収支：単年度収支に実質的な黒字要素（財政調整基金への積立額や市債の繰上償還）を加え、赤
字要素（財政調整基金の取崩し額）を差し引いた額 

 ※単 年 度 収 支：実質収支（歳入から歳出を差し引いた額から翌年度に繰り越した事業の財源を控除した額）
から、その前年度の実質収支を差し引いた額  

３ 財政調整基金の残高                             単位：万円 

 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 
財政調整基金残高 2,237 1,351 7,226 4 億 1,261 10 億 7,069 

 令和４年度末の財政調整基金残高は10億7,069万円となり、目標額の３億円を上回りました。  
 

４ 令和元年度から令和４年度における行財政健全化施策の取組結果 
※目標効果額：計画 16ページ「（10）行財政健全化施策の効果額一覧表」の計の数字 

項  目  目標効果額 実績額 目標額との差 
人件費の抑制 1 億 6,600 万円 1 億 1,601 万円 △ 4,999 万円 
補助金の見直し 1 億 2,000 万円 2 億 1,946 万円 9,946 万円 
事務・事業の見直し 2 億 900 万円 4 億 656 万円 1 億 9,756 万円 
自主財源の確保 6,700 万円 7 億 3,443 万円 6 億 6,743 万円 
下水道使用料の改定 6,800 万円 7,896 万円 1,096 万円 

合 計 6 億 3,000 万円 15 億 5,542 万円 9 億 2,542 万円 

行
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政
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全
化
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画
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結
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い
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市
の
財
政
状
況

　
財
政
の
ゆ
と
り
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小
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ど
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と
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す
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収
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６
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３
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付
税
の
増
額
に
加
え
、
歳
入
面
で
は
市
民
税
が
減
少
し
た
こ
と
、
歳

出
面
で
は
職
員
の
退
職
手
当
や
光
熱
水
費
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

　
財
政
の
豊
か
さ
の
程
度
を
表
し
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
豊
か
で
あ
る
と
判
断
で
き

ま
す
。
市
の
標
準
的
な
税
収
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。

財
政
力
指
数

ざ
い
せ
い
り
ょ
く
し

す

う

経
常
収
支
比
率

け
い
じ
ょ
う
し
ゅ
う
し

ひ

り

つ

　
毎
年
の
借
入
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借
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４
年
度
は
９
・
３
％
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令
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３
年
度
と
比
較
し
て
０
・
２
ポ
イ
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が
、
起
債
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な
る
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％
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き
く
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っ
て
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率

じ
っ
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つ
こ
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さ
い

ひ
　
ひ

り

つ

　
借
入
金
残
高
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債
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す
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担
す
べ
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債

額
に
つ
い
て
過
大
か
ど
う
か
を
測
り
ま
す
。
財
政
調
整
基
金
残
高
の
増
に
よ
り
、
令

和
４
年
度
は
84
・
４
％
に
改
善
し
ま
し
た
。

将
来
負
担
比
率

し
ょ
う
ら
い
ふ

た

ん
　
ひ
　
り
　
つ

表 2　その他過去の主な財政指標

区分

実質単年度収支

財政調整基金残高

財政力指数

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率

平成30年度

3,444万円

2,237万円

0.426

98.6％

11.3％

121.9％

平成31（令和元）年度

8,391万円

1,351万円

0.426

98.5％

10.1％

123.0％

令和2年度

4億 9,748万円

7,226万円

0.425

95.5％

9.3％

114.6％
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N E W S  T O P I C S
「遊びのひろば」開催（9/10）
　9月10日（日）午前 10時 30分から、産業センター
で加茂市青少年育成団体連絡協議会 50 周年記念事業
の「遊びのひろば」が開催されました。
加茂市青少年育成団体連絡協議会は、昭和 48 年に結
成して 50 年になります。その記念事業として、中越地
区子ども会連絡協議会が主催し、様々な遊びを体験で
きる「遊びのひろば」を開催しました。
　当日は親子連れの参加者 166名が、加茂、三条、長岡、
南魚沼、柏崎の加盟団体のスタッフからバルーンアート
や各種工作などの遊び道具の作り方や遊び方を教わりま
した。それぞれのブースに訪れた親子連れの参加者は、
星座早見盤などの道具作りや完成したバルーンアートを
楽しみました。

葵中学校で「防災出前講座」（9/15）
　9 月 15 日 ( 金 ) 午後 2 時から、葵中学校で全校生徒を対象に
した「防災出前講座」を開催しました。講師は防災専門員の髙橋
さん。
　髙橋さんは挨拶で「亡くなったらおしまい。命が大事。だから
防災を学ぶんです」と、防災を学ぶことの重要性を強調しました。
　前半は災害のシチュエーション別に班内で意見を出し合う「クロ
スロード」、後半は住んでいる地域に分かれて避難所運営ゲーム
「HUG」を行いました。
　HUG に参加した中学生は、お互いに声を掛け合い、自分がす
べき作業を自ら判断して分担しながらゲームを楽しみました。

【有料広告】

令
和
４
年
度
決
算

令和4年度決算
　令和 4 年度の決算がまとまり、市議会９月定例会に
おいて認定されました。  一般会計と特別会計の歳出の
合計は 220 億 6158 万円となっています。この内容を
表とグラフでご覧ください。

歳入145億198万円

歳出138億3,662万円

27億2,834万円

3億4,314万円

471万円

19億6,723万円

31億7,204万円

950万円

29億4,604万円

3億4,984万円

3134万円

19億8,591万円

34億6,506万円

1,269万円

2億1,770万円

670万円

2,663万円

1,868万円

2億9,302万円

319万円

市税の負担状況

市民1人当たりの
　　 一般会計歳出額556,537円

（ ）令和5年3月31日現在の人　口
世帯数

24,862
10,120

人
世帯

収入済額　１人当たり １世帯当たり
市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
入 湯 税
都 市 計 画 税

民生費
教育費
土木費
公債費

10億7,045万円
12億343万円
9,877万円

1億4,397万円
262万円

1億1,730万円

43,056円
48,404円
3,973円
5,791円
105円
4,718円

105,776円
118,916円
9,760円
14,226円
259円

11,591円

169,627円
82,684円
64,319円
41,658円

総 務 債
民 生 債
衛 生 債
労 働 債
農 林 水 産 業 債
商 工 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
転 貸 債
減 税 補 て ん 債
臨時財政対策債
退 職 手 当 債
減 収 補 て ん 債
行政改革推進債
過疎地域持続的
発展特別事業債

総務費
商工費
衛生費
その他

80,478円
30,286円
42,467円
45,018円

0万円
2,323万円

3億8,576万円
5,075万円
6,635万円
3,220万円

14億8,855万円
6,168万円

14億5,455万円
4,088万円
30万円

1,861万円
44億1,692万円
9億960万円
2億4,483万円
5,850万円
5,580万円

性質別経費（普通会計）

合　　計 137億5,312万円

性質別経費は統計の取り方が異なるため一般会計
歳出額とは一致しません。

市債の現在高は93億851万円ですが、国が負担す
る分を除いた、実際に加茂市が返済する金額は29億
4,009万円になります。

区　　　分 現 在 高

一般会計総計 93億851万円

市債の現在高

地方消費税交付金
6億3,164万円（4.4％）
地方消費税交付金
6億3,164万円（4.4％）

その他
19億3,579万円
　　　 （13.3％）

地方交付税
43億6,959万円
　　　（30.1％）

（145億198万円）

（138億3,662万円）

市税
26億3,654万円
（18.2％）

国庫支出金
23億9,253万円
（16.5％）

諸収入
5億4,508万円（3.8％）

市債
12億3,690万円（8.5％）
市債
12億3,690万円（8.5％）

県支出金
7億5,391万円（5.2％）

民生費
42億1,728万円
（30.5％）

民生費
42億1,728万円
（30.5％）

教育費
20億5,568万円
（14.8％）

教育費
20億5,568万円
（14.8％）

土木費
15億9,909万円
（11.6％）

土木費
15億9,909万円
（11.6％）

公債費
10億3,570万円
（7.5％）

公債費
10億3,570万円
（7.5％）

総務費
20億84万円
（14.5％）

総務費
20億84万円
（14.5％）

商工費
7億5,297万円
（5.4％）

商工費
7億5,297万円
（5.4％）

衛生費
10億5,582万円（7.6％）
衛生費
10億5,582万円（7.6％）

その他
11億1,924万円（8.1％）

国民健康保険

後期高齢者医療

宅地造成事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険

在宅介護サービス事業

一般会計

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
普通建設事業費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％
8.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
7.0％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差引残高
特 別 会 計 決 算
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行財政健全化推進計画の取組結果について 
令和２年２月に策定した「行財政健全化推進計画」の取組結果を報告します。 
この計画では、市民の安心・安全な暮らしを守ることができるよう、また加茂市の未来のための新しい事業に迅
速に対応できるように財源を生み出すため、実質単年度収支の黒字化及び令和４年度末の財政調整基金残高を３
億円にするための取組と目標効果額を設定しています。 
 

１ 令和４年度の施策の効果額 ※目標効果額：計画 16ページ「（10）行財政健全化施策の効果額一覧表」で掲げた額 

項 目 目標効果額 令和４年度実績額 目標額との差 
人件費の抑制 7,400 万円 3,652 万円 △ 3,748 万円 
補助金の見直し 4,000 万円 8,496 万円 4,496 万円 
事務・事業の見直し 7,300 万円 1 億 5,817 万円 8,517 万円 
自主財源の確保 2,300 万円 2 億 1,325 万円 1 億 9,025 万円 
下水道使用料の改定 2,700 万円 3,114 万円 414 万円 

合 計 2 億 3,700 万円 5 億 2,404 万円 2 億 8,704 万円 

◆令和４年度は、目標効果額合計 2億3,700万円に対して、5億 2,404万円の実績となり、目標を上回る結果
となりました。 
◆「人件費の抑制」については、組織再編に加え、新規事業の立ち上げも多かったことから、新規採用職員数
を予定通り抑制することができなかったため、目標を達成できませんでした。 
◆「事務・事業の見直し」については、加茂 美人の湯への指定管理者導入による効果額4,807万円や電気契約
の見直しによる効果額3,022万円などにより、目標を上回りました。 
◆「自主財源の確保」については、ふるさと寄附金の返礼品の拡充や多角的なプロモーションなどの広告宣伝
による寄附金額の増に伴う効果額1億 8,486千円、市税等の徴収体制の強化による収納率の向上に伴う効果
額2,556千円などにより、目標額を上回りました。 

 

２ 収支の状況（普通会計）                           単位：万円 

 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 
歳入 112 億 9,277 113 億 1,225 150 億  969 136 億 9,902 144 億 1,848 
歳出 112 億 3,499 111 億 7,959 144 億 4,432 126 億 5,991 137 億 5,312 

実質収支 1,492 1 億  743 5 億 4,597 10 億 1,610 6 億 3,038 
実質単年度収支 3,444 8,391 4 億 9,748 8 億 1,079 2 億 7,244 

※実質単年度収支：単年度収支に実質的な黒字要素（財政調整基金への積立額や市債の繰上償還）を加え、赤
字要素（財政調整基金の取崩し額）を差し引いた額 

 ※単 年 度 収 支：実質収支（歳入から歳出を差し引いた額から翌年度に繰り越した事業の財源を控除した額）
から、その前年度の実質収支を差し引いた額  

３ 財政調整基金の残高                             単位：万円 

 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 
財政調整基金残高 2,237 1,351 7,226 4 億 1,261 10 億 7,069 

 令和４年度末の財政調整基金残高は10億7,069万円となり、目標額の３億円を上回りました。  
 

４ 令和元年度から令和４年度における行財政健全化施策の取組結果 
※目標効果額：計画 16ページ「（10）行財政健全化施策の効果額一覧表」の計の数字 

項  目  目標効果額 実績額 目標額との差 
人件費の抑制 1 億 6,600 万円 1 億 1,601 万円 △ 4,999 万円 
補助金の見直し 1 億 2,000 万円 2 億 1,946 万円 9,946 万円 
事務・事業の見直し 2 億 900 万円 4 億 656 万円 1 億 9,756 万円 
自主財源の確保 6,700 万円 7 億 3,443 万円 6 億 6,743 万円 
下水道使用料の改定 6,800 万円 7,896 万円 1,096 万円 

合 計 6 億 3,000 万円 15 億 5,542 万円 9 億 2,542 万円 
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表 2　その他過去の主な財政指標

区分

実質単年度収支

財政調整基金残高

財政力指数

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率

平成30年度

3,444万円

2,237万円

0.426

98.6％

11.3％

121.9％

平成31（令和元）年度

8,391万円

1,351万円

0.426

98.5％

10.1％

123.0％

令和2年度

4億 9,748万円

7,226万円

0.425

95.5％

9.3％

114.6％
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N E W S  T O P I C S
「遊びのひろば」開催（9/10）
　9月10日（日）午前 10時 30分から、産業センター
で加茂市青少年育成団体連絡協議会 50 周年記念事業
の「遊びのひろば」が開催されました。
加茂市青少年育成団体連絡協議会は、昭和 48 年に結
成して 50 年になります。その記念事業として、中越地
区子ども会連絡協議会が主催し、様々な遊びを体験で
きる「遊びのひろば」を開催しました。
　当日は親子連れの参加者 166名が、加茂、三条、長岡、
南魚沼、柏崎の加盟団体のスタッフからバルーンアート
や各種工作などの遊び道具の作り方や遊び方を教わりま
した。それぞれのブースに訪れた親子連れの参加者は、
星座早見盤などの道具作りや完成したバルーンアートを
楽しみました。

葵中学校で「防災出前講座」（9/15）
　9 月 15 日 ( 金 ) 午後 2 時から、葵中学校で全校生徒を対象に
した「防災出前講座」を開催しました。講師は防災専門員の髙橋
さん。
　髙橋さんは挨拶で「亡くなったらおしまい。命が大事。だから
防災を学ぶんです」と、防災を学ぶことの重要性を強調しました。
　前半は災害のシチュエーション別に班内で意見を出し合う「クロ
スロード」、後半は住んでいる地域に分かれて避難所運営ゲーム
「HUG」を行いました。
　HUG に参加した中学生は、お互いに声を掛け合い、自分がす
べき作業を自ら判断して分担しながらゲームを楽しみました。

【有料広告】

令
和
４
年
度
決
算

令和4年度決算
　令和 4 年度の決算がまとまり、市議会９月定例会に
おいて認定されました。  一般会計と特別会計の歳出の
合計は 220 億 6158 万円となっています。この内容を
表とグラフでご覧ください。

歳入145億198万円

歳出138億3,662万円

27億2,834万円

3億4,314万円

471万円

19億6,723万円

31億7,204万円

950万円

29億4,604万円

3億4,984万円

3134万円

19億8,591万円

34億6,506万円

1,269万円

2億1,770万円

670万円

2,663万円

1,868万円

2億9,302万円

319万円

市税の負担状況

市民1人当たりの
　　 一般会計歳出額556,537円

（ ）令和5年3月31日現在の人　口
世帯数

24,862
10,120

人
世帯

収入済額　１人当たり １世帯当たり
市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
入 湯 税
都 市 計 画 税

民生費
教育費
土木費
公債費

10億7,045万円
12億343万円
9,877万円

1億4,397万円
262万円

1億1,730万円

43,056円
48,404円
3,973円
5,791円
105円
4,718円

105,776円
118,916円
9,760円
14,226円
259円

11,591円

169,627円
82,684円
64,319円
41,658円

総 務 債
民 生 債
衛 生 債
労 働 債
農 林 水 産 業 債
商 工 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
転 貸 債
減 税 補 て ん 債
臨時財政対策債
退 職 手 当 債
減 収 補 て ん 債
行政改革推進債
過疎地域持続的
発展特別事業債

総務費
商工費
衛生費
その他

80,478円
30,286円
42,467円
45,018円

0万円
2,323万円

3億8,576万円
5,075万円
6,635万円
3,220万円

14億8,855万円
6,168万円

14億5,455万円
4,088万円
30万円

1,861万円
44億1,692万円
9億960万円
2億4,483万円
5,850万円
5,580万円

性質別経費（普通会計）

合　　計 137億5,312万円

性質別経費は統計の取り方が異なるため一般会計
歳出額とは一致しません。

市債の現在高は93億851万円ですが、国が負担す
る分を除いた、実際に加茂市が返済する金額は29億
4,009万円になります。

区　　　分 現 在 高

一般会計総計 93億851万円

市債の現在高

地方消費税交付金
6億3,164万円（4.4％）
地方消費税交付金
6億3,164万円（4.4％）

その他
19億3,579万円
　　　 （13.3％）

地方交付税
43億6,959万円
　　　（30.1％）

（145億198万円）

（138億3,662万円）

市税
26億3,654万円
（18.2％）

国庫支出金
23億9,253万円
（16.5％）

諸収入
5億4,508万円（3.8％）

市債
12億3,690万円（8.5％）
市債
12億3,690万円（8.5％）

県支出金
7億5,391万円（5.2％）

民生費
42億1,728万円
（30.5％）

民生費
42億1,728万円
（30.5％）

教育費
20億5,568万円
（14.8％）

教育費
20億5,568万円
（14.8％）

土木費
15億9,909万円
（11.6％）

土木費
15億9,909万円
（11.6％）

公債費
10億3,570万円
（7.5％）

公債費
10億3,570万円
（7.5％）

総務費
20億84万円
（14.5％）

総務費
20億84万円
（14.5％）

商工費
7億5,297万円
（5.4％）

商工費
7億5,297万円
（5.4％）

衛生費
10億5,582万円（7.6％）
衛生費
10億5,582万円（7.6％）

その他
11億1,924万円（8.1％）

国民健康保険

後期高齢者医療

宅地造成事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険

在宅介護サービス事業

一般会計

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
普通建設事業費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％
8.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
7.0％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差引残高
特 別 会 計 決 算
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行財政健全化推進計画の取組結果について 
令和２年２月に策定した「行財政健全化推進計画」の取組結果を報告します。 
この計画では、市民の安心・安全な暮らしを守ることができるよう、また加茂市の未来のための新しい事業に迅
速に対応できるように財源を生み出すため、実質単年度収支の黒字化及び令和４年度末の財政調整基金残高を３
億円にするための取組と目標効果額を設定しています。 
 

１ 令和４年度の施策の効果額 ※目標効果額：計画 16ページ「（10）行財政健全化施策の効果額一覧表」で掲げた額 

項 目 目標効果額 令和４年度実績額 目標額との差 
人件費の抑制 7,400 万円 3,652 万円 △ 3,748 万円 
補助金の見直し 4,000 万円 8,496 万円 4,496 万円 
事務・事業の見直し 7,300 万円 1 億 5,817 万円 8,517 万円 
自主財源の確保 2,300 万円 2 億 1,325 万円 1 億 9,025 万円 
下水道使用料の改定 2,700 万円 3,114 万円 414 万円 

合 計 2 億 3,700 万円 5 億 2,404 万円 2 億 8,704 万円 

◆令和４年度は、目標効果額合計 2億3,700万円に対して、5億 2,404万円の実績となり、目標を上回る結果
となりました。 
◆「人件費の抑制」については、組織再編に加え、新規事業の立ち上げも多かったことから、新規採用職員数
を予定通り抑制することができなかったため、目標を達成できませんでした。 
◆「事務・事業の見直し」については、加茂 美人の湯への指定管理者導入による効果額4,807万円や電気契約
の見直しによる効果額3,022万円などにより、目標を上回りました。 
◆「自主財源の確保」については、ふるさと寄附金の返礼品の拡充や多角的なプロモーションなどの広告宣伝
による寄附金額の増に伴う効果額1億 8,486千円、市税等の徴収体制の強化による収納率の向上に伴う効果
額2,556千円などにより、目標額を上回りました。 

 

２ 収支の状況（普通会計）                           単位：万円 

 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 
歳入 112 億 9,277 113 億 1,225 150 億  969 136 億 9,902 144 億 1,848 
歳出 112 億 3,499 111 億 7,959 144 億 4,432 126 億 5,991 137 億 5,312 

実質収支 1,492 1 億  743 5 億 4,597 10 億 1,610 6 億 3,038 
実質単年度収支 3,444 8,391 4 億 9,748 8 億 1,079 2 億 7,244 

※実質単年度収支：単年度収支に実質的な黒字要素（財政調整基金への積立額や市債の繰上償還）を加え、赤
字要素（財政調整基金の取崩し額）を差し引いた額 

 ※単 年 度 収 支：実質収支（歳入から歳出を差し引いた額から翌年度に繰り越した事業の財源を控除した額）
から、その前年度の実質収支を差し引いた額  

３ 財政調整基金の残高                             単位：万円 

 平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 
財政調整基金残高 2,237 1,351 7,226 4 億 1,261 10 億 7,069 

 令和４年度末の財政調整基金残高は10億7,069万円となり、目標額の３億円を上回りました。  
 

４ 令和元年度から令和４年度における行財政健全化施策の取組結果 
※目標効果額：計画 16ページ「（10）行財政健全化施策の効果額一覧表」の計の数字 

項  目  目標効果額 実績額 目標額との差 
人件費の抑制 1 億 6,600 万円 1 億 1,601 万円 △ 4,999 万円 
補助金の見直し 1 億 2,000 万円 2 億 1,946 万円 9,946 万円 
事務・事業の見直し 2 億 900 万円 4 億 656 万円 1 億 9,756 万円 
自主財源の確保 6,700 万円 7 億 3,443 万円 6 億 6,743 万円 
下水道使用料の改定 6,800 万円 7,896 万円 1,096 万円 

合 計 6 億 3,000 万円 15 億 5,542 万円 9 億 2,542 万円 
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表 2　その他過去の主な財政指標

区分

実質単年度収支

財政調整基金残高

財政力指数

経常収支比率

実質公債費比率

将来負担比率

平成30年度

3,444万円

2,237万円

0.426

98.6％

11.3％

121.9％

平成31（令和元）年度

8,391万円

1,351万円

0.426

98.5％

10.1％

123.0％

令和2年度

4億 9,748万円

7,226万円

0.425

95.5％

9.3％

114.6％
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　電源に差して置いておくだ
けで、避難情報や市からの情
報を音声で聞くことができま
す。難しい操作は必要ありま
せん。
　もしものときに備えて、ご
自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和５年11月7日（火）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　中央コミュニティセンター　2階多目的大ホール
○希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
○体験したあとに、その場で申し込んで、お持ち帰りいただけます。
○体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係

「かも防災・行政ナビ」専用タブ
レットの体験会を開催します
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問
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☎
内
線
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）

加茂市集落支援員　第１号に鶴巻由加里さん
　加茂市では、地域力の創造と再生を後押しする国（総務省）の制度を活用し、
10月１日付で鶴巻由加里さんを集落支援員に委嘱しました。鶴巻さんは伝統の和
紙の復活を志し、加茂紙漉場（上町）で紙の生産、冬鳥越スキーガーデン（長谷）
で原料（楮・トロロアオイ）の栽培に取り組んできました。
　このたびの委嘱では、加茂紙の技能と経験を切り口に、冬鳥越を中心に、七谷で
住民のみなさまと意見交換を重ね、地域課題の解決に尽力します。

問い合わせ　社会教育課（☎内線461）

市
長
と
の
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）
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ト
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ス

N E W S  T O P I C S
第47回児童防火ポスター審査会（9/19）
　加茂・田上の小学生が夏休みの課題として描い
た防火啓発ポスターの審査会が、加茂地域消防署
会議室で開かれました。加茂市・田上町防火管理
協会会長の山川敦さんなど10人が審査員となり、
審査作品数 107 点の中から学年ごとに最優秀賞
（1作品）、優秀賞（5作品）、佳作（10作品）を
選定しました。

30年ぶりの「総合防災訓練」(9/24)
　市内各所での避難所開設をともなう避難訓練
と、産業センターでの各種協力団体による体験訓
練や意識啓発の防災ブースなども開設した「令和
５年度加茂市総合防災訓練」を 9 月２４日（日）
に実施しました。住民避難訓練には各会場合わせ
て355人の住民が参加し、産業センターの展示・
訓練会場には400人が訪れました。

　ポスター展示は 9 月 28 日 ( 木 ) から各校持ち回りで学校展
示を行います。また、10月7日(土)～9日(月・祝)は加茂ショッ
ピングパークメリア 3 階で、11 月 1 日 ( 水 ) ～ 5 日 ( 日 ) は
ごまどう湯ったり館で、11月6日 ( 月 ) ～ 10日 ( 金 ) は消防
署で一般展示を行います。
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N E W S  T O P I C S
「遊びのひろば」開催（9/10）
　9月10日（日）午前 10時 30分から、産業センター
で加茂市青少年育成団体連絡協議会 50 周年記念事業
の「遊びのひろば」が開催されました。
加茂市青少年育成団体連絡協議会は、昭和 48 年に結
成して 50 年になります。その記念事業として、中越地
区子ども会連絡協議会が主催し、様々な遊びを体験で
きる「遊びのひろば」を開催しました。
　当日は親子連れの参加者 166名が、加茂、三条、長岡、
南魚沼、柏崎の加盟団体のスタッフからバルーンアート
や各種工作などの遊び道具の作り方や遊び方を教わりま
した。それぞれのブースに訪れた親子連れの参加者は、
星座早見盤などの道具作りや完成したバルーンアートを
楽しみました。

葵中学校で「防災出前講座」（9/15）
　9 月 15 日 ( 金 ) 午後 2 時から、葵中学校で全校生徒を対象に
した「防災出前講座」を開催しました。講師は防災専門員の髙橋
さん。
　髙橋さんは挨拶で「亡くなったらおしまい。命が大事。だから
防災を学ぶんです」と、防災を学ぶことの重要性を強調しました。
　前半は災害のシチュエーション別に班内で意見を出し合う「クロ
スロード」、後半は住んでいる地域に分かれて避難所運営ゲーム
「HUG」を行いました。
　HUG に参加した中学生は、お互いに声を掛け合い、自分がす
べき作業を自ら判断して分担しながらゲームを楽しみました。

【有料広告】

令
和
４
年
度
決
算

令和4年度決算
　令和 4 年度の決算がまとまり、市議会９月定例会に
おいて認定されました。  一般会計と特別会計の歳出の
合計は 220 億 6158 万円となっています。この内容を
表とグラフでご覧ください。

歳入145億198万円

歳出138億3,662万円

27億2,834万円

3億4,314万円

471万円

19億6,723万円

31億7,204万円

950万円

29億4,604万円

3億4,984万円

3134万円

19億8,591万円

34億6,506万円

1,269万円

2億1,770万円

670万円

2,663万円

1,868万円

2億9,302万円

319万円

市税の負担状況

市民1人当たりの
　　 一般会計歳出額556,537円

（ ）令和5年3月31日現在の人　口
世帯数

24,862
10,120

人
世帯

収入済額　１人当たり １世帯当たり
市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
入 湯 税
都 市 計 画 税

民生費
教育費
土木費
公債費

10億7,045万円
12億343万円
9,877万円

1億4,397万円
262万円

1億1,730万円

43,056円
48,404円
3,973円
5,791円
105円
4,718円

105,776円
118,916円
9,760円
14,226円
259円

11,591円

169,627円
82,684円
64,319円
41,658円

総 務 債
民 生 債
衛 生 債
労 働 債
農 林 水 産 業 債
商 工 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
転 貸 債
減 税 補 て ん 債
臨時財政対策債
退 職 手 当 債
減 収 補 て ん 債
行政改革推進債
過疎地域持続的
発展特別事業債

総務費
商工費
衛生費
その他

80,478円
30,286円
42,467円
45,018円

0万円
2,323万円

3億8,576万円
5,075万円
6,635万円
3,220万円

14億8,855万円
6,168万円

14億5,455万円
4,088万円
30万円

1,861万円
44億1,692万円
9億960万円
2億4,483万円
5,850万円
5,580万円

性質別経費（普通会計）

合　　計 137億5,312万円

性質別経費は統計の取り方が異なるため一般会計
歳出額とは一致しません。

市債の現在高は93億851万円ですが、国が負担す
る分を除いた、実際に加茂市が返済する金額は29億
4,009万円になります。

区　　　分 現 在 高

一般会計総計 93億851万円

市債の現在高

地方消費税交付金
6億3,164万円（4.4％）
地方消費税交付金
6億3,164万円（4.4％）

その他
19億3,579万円
　　　 （13.3％）

地方交付税
43億6,959万円
　　　（30.1％）

（145億198万円）

（138億3,662万円）

市税
26億3,654万円
（18.2％）

国庫支出金
23億9,253万円
（16.5％）

諸収入
5億4,508万円（3.8％）

市債
12億3,690万円（8.5％）
市債
12億3,690万円（8.5％）

県支出金
7億5,391万円（5.2％）

民生費
42億1,728万円
（30.5％）

民生費
42億1,728万円
（30.5％）

教育費
20億5,568万円
（14.8％）

教育費
20億5,568万円
（14.8％）

土木費
15億9,909万円
（11.6％）

土木費
15億9,909万円
（11.6％）

公債費
10億3,570万円
（7.5％）

公債費
10億3,570万円
（7.5％）

総務費
20億84万円
（14.5％）

総務費
20億84万円
（14.5％）

商工費
7億5,297万円
（5.4％）

商工費
7億5,297万円
（5.4％）

衛生費
10億5,582万円（7.6％）
衛生費
10億5,582万円（7.6％）

その他
11億1,924万円（8.1％）

国民健康保険

後期高齢者医療

宅地造成事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険

在宅介護サービス事業

一般会計

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
普通建設事業費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％
8.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
7.0％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差引残高
特 別 会 計 決 算



広報かも　No.808　5．10．15　　 87　　 広報かも　No.808　5．10．15

　電源に差して置いておくだ
けで、避難情報や市からの情
報を音声で聞くことができま
す。難しい操作は必要ありま
せん。
　もしものときに備えて、ご
自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和５年11月7日（火）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　中央コミュニティセンター　2階多目的大ホール
○希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
○体験したあとに、その場で申し込んで、お持ち帰りいただけます。
○体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係

「かも防災・行政ナビ」専用タブ
レットの体験会を開催します

「
市
長
と
の
座
談
会
」（
防
災
）
を
開
催
し
ま
す

　
自
助
・
共
助
の
重
要

性
、避
難
方
法
、ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
見
方
の
説

明
や
意
見
交
換
を
目
的

に
、左
記
の
日
程
で「
市

長
と
の
座
談
会
」を
開

催
し
ま
す
。

　
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、大
勢
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
は
手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
を
配

置
し
ま
す
。詳
し
く
は
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程
と
場
所

※
は
手
話
通
訳・要
約
筆
記
あ
り

11
月
１
日（
水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
※
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
月
15
日（
水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー

11
月
17
日（
金
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
公
民
館
西
分
館

11
月
19
日（
日
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
七
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
月
19
日（
日
）午
後
２
時
30
分
〜
４
時

　
※
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

11
月
21
日（
火
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
月
22
日（
水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
須
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
　
総
務
課
防
災
係（
☎
内
線
321
）

加茂市集落支援員　第１号に鶴巻由加里さん
　加茂市では、地域力の創造と再生を後押しする国（総務省）の制度を活用し、
10月１日付で鶴巻由加里さんを集落支援員に委嘱しました。鶴巻さんは伝統の和
紙の復活を志し、加茂紙漉場（上町）で紙の生産、冬鳥越スキーガーデン（長谷）
で原料（楮・トロロアオイ）の栽培に取り組んできました。
　このたびの委嘱では、加茂紙の技能と経験を切り口に、冬鳥越を中心に、七谷で
住民のみなさまと意見交換を重ね、地域課題の解決に尽力します。

問い合わせ　社会教育課（☎内線461）

市
長
と
の
座
談
会
（
防
災
）

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
第47回児童防火ポスター審査会（9/19）
　加茂・田上の小学生が夏休みの課題として描い
た防火啓発ポスターの審査会が、加茂地域消防署
会議室で開かれました。加茂市・田上町防火管理
協会会長の山川敦さんなど10人が審査員となり、
審査作品数 107 点の中から学年ごとに最優秀賞
（1作品）、優秀賞（5作品）、佳作（10作品）を
選定しました。

30年ぶりの「総合防災訓練」(9/24)
　市内各所での避難所開設をともなう避難訓練
と、産業センターでの各種協力団体による体験訓
練や意識啓発の防災ブースなども開設した「令和
５年度加茂市総合防災訓練」を 9 月２４日（日）
に実施しました。住民避難訓練には各会場合わせ
て355人の住民が参加し、産業センターの展示・
訓練会場には400人が訪れました。

　ポスター展示は 9 月 28 日 ( 木 ) から各校持ち回りで学校展
示を行います。また、10月7日(土)～9日(月・祝)は加茂ショッ
ピングパークメリア 3 階で、11 月 1 日 ( 水 ) ～ 5 日 ( 日 ) は
ごまどう湯ったり館で、11月6日 ( 月 ) ～ 10日 ( 金 ) は消防
署で一般展示を行います。

産
業
セ
ン
タ
ー
で
は
各
避
難
所
と

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
繋
い
で
状

況
報
告
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

4年生 5年生 6年生

小柳莉子さん
（加茂小学校）

椿悠花さん
（石川小学校）

田浦凛のんさん
（羽生田小学校）

粟
ヶ
岳
山
閉
い

　
11
月
３
日
（
金
・
祝
）
は
、
日
本
三

百
名
山
の
一
つ
「
名
峰
粟
ヶ
岳
」
の
山

閉
い
。
中
央
登
山
道
登
り
口
付
近
で
は

加
茂
山
岳
会
に
よ
る
神
事
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
紅
葉
が
美
し
い
秋
の
粟
ヶ

岳
に
登
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
の
臨
時
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
の
運
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）
ま
た
は
加
茂
山
岳
会
事

務
局
（
☎
52-

８
７
６
０
）

　
※
加
茂
山
岳
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
同
事
務
局
へ
。

最 優 秀 賞

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス
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N E W S  T O P I C S
「遊びのひろば」開催（9/10）
　9月10日（日）午前 10時 30分から、産業センター
で加茂市青少年育成団体連絡協議会 50 周年記念事業
の「遊びのひろば」が開催されました。
加茂市青少年育成団体連絡協議会は、昭和 48 年に結
成して 50 年になります。その記念事業として、中越地
区子ども会連絡協議会が主催し、様々な遊びを体験で
きる「遊びのひろば」を開催しました。
　当日は親子連れの参加者 166名が、加茂、三条、長岡、
南魚沼、柏崎の加盟団体のスタッフからバルーンアート
や各種工作などの遊び道具の作り方や遊び方を教わりま
した。それぞれのブースに訪れた親子連れの参加者は、
星座早見盤などの道具作りや完成したバルーンアートを
楽しみました。

葵中学校で「防災出前講座」（9/15）
　9 月 15 日 ( 金 ) 午後 2 時から、葵中学校で全校生徒を対象に
した「防災出前講座」を開催しました。講師は防災専門員の髙橋
さん。
　髙橋さんは挨拶で「亡くなったらおしまい。命が大事。だから
防災を学ぶんです」と、防災を学ぶことの重要性を強調しました。
　前半は災害のシチュエーション別に班内で意見を出し合う「クロ
スロード」、後半は住んでいる地域に分かれて避難所運営ゲーム
「HUG」を行いました。
　HUG に参加した中学生は、お互いに声を掛け合い、自分がす
べき作業を自ら判断して分担しながらゲームを楽しみました。

【有料広告】

令
和
４
年
度
決
算

令和4年度決算
　令和 4 年度の決算がまとまり、市議会９月定例会に
おいて認定されました。  一般会計と特別会計の歳出の
合計は 220 億 6158 万円となっています。この内容を
表とグラフでご覧ください。

歳入145億198万円

歳出138億3,662万円

27億2,834万円

3億4,314万円

471万円

19億6,723万円

31億7,204万円

950万円

29億4,604万円

3億4,984万円

3134万円

19億8,591万円

34億6,506万円

1,269万円

2億1,770万円

670万円

2,663万円

1,868万円

2億9,302万円

319万円

市税の負担状況

市民1人当たりの
　　 一般会計歳出額556,537円

（ ）令和5年3月31日現在の人　口
世帯数

24,862
10,120

人
世帯

収入済額　１人当たり １世帯当たり
市 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
市 た ば こ 税
入 湯 税
都 市 計 画 税

民生費
教育費
土木費
公債費

10億7,045万円
12億343万円
9,877万円

1億4,397万円
262万円

1億1,730万円

43,056円
48,404円
3,973円
5,791円
105円
4,718円

105,776円
118,916円
9,760円
14,226円
259円

11,591円

169,627円
82,684円
64,319円
41,658円

総 務 債
民 生 債
衛 生 債
労 働 債
農 林 水 産 業 債
商 工 債
土 木 債
消 防 債
教 育 債
災 害 復 旧 債
転 貸 債
減 税 補 て ん 債
臨時財政対策債
退 職 手 当 債
減 収 補 て ん 債
行政改革推進債
過疎地域持続的
発展特別事業債

総務費
商工費
衛生費
その他

80,478円
30,286円
42,467円
45,018円

0万円
2,323万円

3億8,576万円
5,075万円
6,635万円
3,220万円

14億8,855万円
6,168万円

14億5,455万円
4,088万円
30万円

1,861万円
44億1,692万円
9億960万円
2億4,483万円
5,850万円
5,580万円

性質別経費（普通会計）

合　　計 137億5,312万円

性質別経費は統計の取り方が異なるため一般会計
歳出額とは一致しません。

市債の現在高は93億851万円ですが、国が負担す
る分を除いた、実際に加茂市が返済する金額は29億
4,009万円になります。

区　　　分 現 在 高

一般会計総計 93億851万円

市債の現在高

地方消費税交付金
6億3,164万円（4.4％）
地方消費税交付金
6億3,164万円（4.4％）

その他
19億3,579万円
　　　 （13.3％）

地方交付税
43億6,959万円
　　　（30.1％）

（145億198万円）

（138億3,662万円）

市税
26億3,654万円
（18.2％）

国庫支出金
23億9,253万円
（16.5％）

諸収入
5億4,508万円（3.8％）

市債
12億3,690万円（8.5％）
市債
12億3,690万円（8.5％）

県支出金
7億5,391万円（5.2％）

民生費
42億1,728万円
（30.5％）

民生費
42億1,728万円
（30.5％）

教育費
20億5,568万円
（14.8％）

教育費
20億5,568万円
（14.8％）

土木費
15億9,909万円
（11.6％）

土木費
15億9,909万円
（11.6％）

公債費
10億3,570万円
（7.5％）

公債費
10億3,570万円
（7.5％）

総務費
20億84万円
（14.5％）

総務費
20億84万円
（14.5％）

商工費
7億5,297万円
（5.4％）

商工費
7億5,297万円
（5.4％）

衛生費
10億5,582万円（7.6％）
衛生費
10億5,582万円（7.6％）

その他
11億1,924万円（8.1％）

国民健康保険

後期高齢者医療

宅地造成事業

下 水 道 事 業

介 護 保 険

在宅介護サービス事業

一般会計

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
普通建設事業費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％
8.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
7.0％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

扶 助 費
人 件 費
繰 出 金
物 件 費
公 債 費
補 助 費 など
投資及び出資金貸付金
建 設 事 業 費
そ の 他

22億7,815万円
21億286万円
18億8,168万円
20億8,041万円
9億5,577万円
15億5,177万円
3億8,924万円
13億2,628万円
11億8,696万円

16.6％
15.3％
13.7％
15.1％
6.9％
11.3％
2.8％
9.6％

会　計　名 歳　　入 歳　　出 差引残高
特 別 会 計 決 算



持
ち
物
　
汚
れ
て
も
良
い
服
装

応
募
方
法

11
月
６
日
（
月
）
ま
で
に

予
約
サ
イ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
、

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10年
後に誰がどのように農地を使って農業を進めていくのか、下
条・加茂・須田・七谷の各地区で農業関係者が集まり、みん
なで考える座談会です。
　今回は下条・加茂・須田地区のご案内です。　
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象
です。複数の地区で耕作している場合は、複数の座談会にご
出席ください。

広報かも　No.808　5．10．15　　 109　　 広報かも　No.808　5．10．15

カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
第
２
弾
開
催
ほ
か

蒲
原
鉄
道
運
行
開
始
1
0
0
周
年
記
念
ほ
か

蒲
原
鉄
道
運
行
開
始
100
周
年

記
念
　
気
笛
を
鳴
ら
そ
う
！

「
新
潟
県
教
育
の
日
」

親
子
で
楽
し
む
　
旧
蒲
原
鉄

道
保
存
車
両
美
化
イ
ベ
ン
ト

「
新
潟
県
教
育
の
日
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
コ
キ
ア
で
ほ
う
き
作
り

　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
展
示
さ

れ
て
い
る
旧
蒲
原
鉄
道
保
存
車
両
の
気

笛
を
鳴
ら
す
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
モ
ハ
1

は
昭
和
29
年
（
1
9
5
4
）
の
廃
車
以

来
69
年
ぶ
り
、
モ
ハ
61
と
E
D
1
は
平

成
11
年
（
1
9
9
9
）
の
廃
線
以
来
24

年
ぶ
り
に
気
笛
が
鳴
り
ま
す
。

日
　時

11
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
３
時

会
　場
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

そ
の
他
　
参
加
費
無
料
。
事
前
申
し
込

み
不
要
。
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
、

日
　時

11
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
４
時
（
最
終
受
付
午
後
３
時
）
※
雨

天
決
行
、
荒
天
中
止
。

場
　所
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

　
令
和
５
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
（
昭
和

55
年
法
律
第
65
号
）
の

改
正
に
伴
い
、
新
潟
県

の
「
農
業
経
営
基
盤
の

強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
以

下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
加
茂

市
の
「
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進

に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
（
以
下
「
基

本
構
想
」
と
い
う
。
）
を
変
更
し
ま
し

た
。

■
基
本
構
想
と
は

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ

き
、
都
道
府
県
が
作
成
す
る
基
本
方
針

に
即
し
て
市
町
村
が
定
め
る
も
の
で

す
。
加
茂
市
の
農
業
施
策
の
推
進
に
お

い
て
、
農
業
が
職
業
と
し
て
選
択
し
得

る
魅
力
と
や
り
が
い
の
あ
る
も
の
と
な

る
よ
う
、
将
来
（
概
ね
10
年
後
）
の
農

業
経
営
の
発
展
の
目
標
を
明
ら
か
に

し
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
定
め
た
も

の
で
す
。

■
主
な
変
更
点

　
農
業
を
担
う
者
の
確
保
及
び
育
成
に

関
す
る
事
項（
就
農
希
望
者
の
受
入
れ

か
ら
定
着
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
の
考
え

方
や
取
組
な
ど
を
追
加
）、農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
事
業
に
関
す
る
事
項（
地

域
計
画
策
定
の
進
め
方
な
ど
を
追
加
）

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課

農
政
係
（
☎
内
線
412
）

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

基
本
構
想
を
変
更
し
ま
し
た

カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

第
２
弾
10
月
20
日
開
催
！

syakyo@
city.kam

o.niiga
ta.jp

） syakyo@
city.kam

o.niiga
ta.jp

）

　
冬
鳥
越
に

あ
る
旧
蒲
原

鉄
道
保
存
車

両
（
市
文
化

財
）
の
美
化

整
備
を
目
的
に
、
塗
装
な
ど
を
体
験
す

る
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）
製
造
の
電

気
機
関
車
E
D
1
を
中
心
に
、
外
壁
の

磨
き
や
ペ
ン
キ
塗
り
等
の
軽
作
業
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
作
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。
大
人
の
み
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
　時

11
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
　

※
雨
天
中
止
。
そ
の
場
合
は
前
々
日
ま

で
に
参
加
者
へ
連
絡
し
ま
す
。

集
合
場
所
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

ロ
ッ
ジ
ウ
ェ
ー
デ
ル
ン
1
階
ホ
ー
ル

募
集
人
数

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
大
人
千
円
、
小
学
生
500
円

（
体
験
料
・
保
険
料
込
み
）
※
未
就
学

児
は
無
料
で
す
が
、
塗
装
体
験
は
で
き

ま
せ
ん
。

予約サイト

講
　師
　
株
式
会
社
高
重
園
　
阿
部
誠

弘
、
岩
野
大

対
象
者
　
小
学
生
高
学
年
以
上

人
　数

20
名
程
度
（
先
着
順
。
材
料

が
な
く
な
り
次
第
終
了
。
）

参
加
料

500
円

持
ち
物
　
軍
手

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

歴史体験ツアー
日　時　11月11日（土）午前9時～11時30分
講　師　伊藤秀和（加茂市教育委員会社会教育課）
見学場所　民俗資料館（午前9時集合：展示物説明）、釜
渕遺跡、丸潟遺跡、中沢遺跡、花立遺跡、保内三王山古墳
群　※午前11時30分加茂山公園駐車場着（予定）
参加費　無料　　定　員　15名（要申し込み）

歴史講座
日　時　11月11日（土）午後2時～4時
講　師　滝沢規朗さん（新潟県観光文化スポーツ部文化課
世界遺産登録推進室）
演　題　「古墳出現前後の信濃川右岸と左岸」
会　場　産業センター3階講習室
参加費　無料　　定　員　40名（要申し込み）

申し込み・問い合わせ　民俗資料館（☎52－0089）

ホームページ

　
加
茂
商
工
会
議
所
サ
ー

ビ
ス
部
会
で
は
、
９
月
22

日
に
開
催
し
た
「
カ
モ
ナ

イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
の
第
２

弾
を
開
催
し
ま
す
。

　
会
場
を
上
町
商
店
街
に
移
し
、
華
金

を
引
き
続
き
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
！

日
　時

10
月
20
日
（
金
）
午
後
４
時

頃
〜
９
時

会
　場
　
上
町
商
店
街

内

　容
　
古
着
屋
ス
ト
リ
ー
ト
、
バ

ザ
ー
ル
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
大
集
合
（
予

定
）

※

入
場
無
料
。
雨
天
決
行
。
上
町
商
店

街
の
大
通
り
は
、
午
後
３
時
〜
10
時
の

間
、
車
輛
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
商
工
会
議
所
（
☎

52-
１
７
４
０
）

行
政
書
士
業
務
無
料
相
談
会

日
　時

10
月
28
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

会
　場
　
須
田
コ
ミ
セ
ン
　
大
広
間

内
　容
　
遺
言
、
相
続
、
成
年
後
見
、

農
地
転
用
、
法
人
設
立
、
各
種
営
業
許

可
、
自
動
車
登
録
、
外
国
人
出
入
国
及

び
在
留
資
格
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
行
政
書
士
会
三

条
支
部
広
報
担
当
　
髙
橋
正
芳
（
☎
090

-

９
４
２
３-

５
７
２
４
、

info@
e

ntake.net

）

地区 期 日 会 場 内 容

下条 11/1
（水）

下条体育センター
武道場

地域計画策定に係る協議
（第2回）

加茂 11/14
（火）

産業センター
ホール

❶人･農地プランと地域計
画の説明
❷意向調査について
❸人･農地プランの話合い

須田 11/24
（金）

産業センター
ホール

地域計画策定に係る協議
（第1回）

問い合わせ 農林課農政係（☎内線412)

農業の未来を考える座談会

時 間 午後7時～8時30分

「新潟県教育の日」

は
な
き
ん

広報かも　No.808　5．10．15　　 87　　 広報かも　No.808　5．10．15

　電源に差して置いておくだ
けで、避難情報や市からの情
報を音声で聞くことができま
す。難しい操作は必要ありま
せん。
　もしものときに備えて、ご
自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和５年11月7日（火）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　中央コミュニティセンター　2階多目的大ホール
○希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
○体験したあとに、その場で申し込んで、お持ち帰りいただけます。
○体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係

「かも防災・行政ナビ」専用タブ
レットの体験会を開催します

「
市
長
と
の
座
談
会
」（
防
災
）
を
開
催
し
ま
す

　
自
助
・
共
助
の
重
要

性
、避
難
方
法
、ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
見
方
の
説

明
や
意
見
交
換
を
目
的

に
、左
記
の
日
程
で「
市

長
と
の
座
談
会
」を
開

催
し
ま
す
。

　
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、大
勢
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
は
手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
を
配

置
し
ま
す
。詳
し
く
は
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程
と
場
所

※
は
手
話
通
訳・要
約
筆
記
あ
り

11
月
１
日（
水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
※
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
月
15
日（
水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー

11
月
17
日（
金
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
公
民
館
西
分
館

11
月
19
日（
日
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
七
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
月
19
日（
日
）午
後
２
時
30
分
〜
４
時

　
※
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

11
月
21
日（
火
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
月
22
日（
水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
須
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
　
総
務
課
防
災
係（
☎
内
線
321
）

加茂市集落支援員　第１号に鶴巻由加里さん
　加茂市では、地域力の創造と再生を後押しする国（総務省）の制度を活用し、
10月１日付で鶴巻由加里さんを集落支援員に委嘱しました。鶴巻さんは伝統の和
紙の復活を志し、加茂紙漉場（上町）で紙の生産、冬鳥越スキーガーデン（長谷）
で原料（楮・トロロアオイ）の栽培に取り組んできました。
　このたびの委嘱では、加茂紙の技能と経験を切り口に、冬鳥越を中心に、七谷で
住民のみなさまと意見交換を重ね、地域課題の解決に尽力します。

問い合わせ　社会教育課（☎内線461）

市
長
と
の
座
談
会
（
防
災
）

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
第47回児童防火ポスター審査会（9/19）
　加茂・田上の小学生が夏休みの課題として描い
た防火啓発ポスターの審査会が、加茂地域消防署
会議室で開かれました。加茂市・田上町防火管理
協会会長の山川敦さんなど10人が審査員となり、
審査作品数 107 点の中から学年ごとに最優秀賞
（1作品）、優秀賞（5作品）、佳作（10作品）を
選定しました。

30年ぶりの「総合防災訓練」(9/24)
　市内各所での避難所開設をともなう避難訓練
と、産業センターでの各種協力団体による体験訓
練や意識啓発の防災ブースなども開設した「令和
５年度加茂市総合防災訓練」を 9 月２４日（日）
に実施しました。住民避難訓練には各会場合わせ
て355人の住民が参加し、産業センターの展示・
訓練会場には400人が訪れました。

　ポスター展示は 9 月 28 日 ( 木 ) から各校持ち回りで学校展
示を行います。また、10月7日(土)～9日(月・祝)は加茂ショッ
ピングパークメリア 3 階で、11 月 1 日 ( 水 ) ～ 5 日 ( 日 ) は
ごまどう湯ったり館で、11月6日 ( 月 ) ～ 10日 ( 金 ) は消防
署で一般展示を行います。

産
業
セ
ン
タ
ー
で
は
各
避
難
所
と

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
繋
い
で
状

況
報
告
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

4年生 5年生 6年生

小柳莉子さん
（加茂小学校）

椿悠花さん
（石川小学校）

田浦凛のんさん
（羽生田小学校）

粟
ヶ
岳
山
閉
い

　
11
月
３
日
（
金
・
祝
）
は
、
日
本
三

百
名
山
の
一
つ
「
名
峰
粟
ヶ
岳
」
の
山

閉
い
。
中
央
登
山
道
登
り
口
付
近
で
は

加
茂
山
岳
会
に
よ
る
神
事
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
紅
葉
が
美
し
い
秋
の
粟
ヶ

岳
に
登
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
の
臨
時
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
の
運
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）
ま
た
は
加
茂
山
岳
会
事

務
局
（
☎
52-

８
７
６
０
）

　
※
加
茂
山
岳
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
同
事
務
局
へ
。

最 優 秀 賞



持
ち
物
　
汚
れ
て
も
良
い
服
装

応
募
方
法

11
月
６
日
（
月
）
ま
で
に

予
約
サ
イ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
、

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10年
後に誰がどのように農地を使って農業を進めていくのか、下
条・加茂・須田・七谷の各地区で農業関係者が集まり、みん
なで考える座談会です。
　今回は下条・加茂・須田地区のご案内です。　
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象
です。複数の地区で耕作している場合は、複数の座談会にご
出席ください。
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カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
第
２
弾
開
催
ほ
か

蒲
原
鉄
道
運
行
開
始
1
0
0
周
年
記
念
ほ
か

蒲
原
鉄
道
運
行
開
始
100
周
年

記
念
　
気
笛
を
鳴
ら
そ
う
！

「
新
潟
県
教
育
の
日
」

親
子
で
楽
し
む
　
旧
蒲
原
鉄

道
保
存
車
両
美
化
イ
ベ
ン
ト

「
新
潟
県
教
育
の
日
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
コ
キ
ア
で
ほ
う
き
作
り

　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
展
示
さ

れ
て
い
る
旧
蒲
原
鉄
道
保
存
車
両
の
気

笛
を
鳴
ら
す
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
モ
ハ
1

は
昭
和
29
年
（
1
9
5
4
）
の
廃
車
以

来
69
年
ぶ
り
、
モ
ハ
61
と
E
D
1
は
平

成
11
年
（
1
9
9
9
）
の
廃
線
以
来
24

年
ぶ
り
に
気
笛
が
鳴
り
ま
す
。

日
　時

11
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
３
時

会
　場
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

そ
の
他
　
参
加
費
無
料
。
事
前
申
し
込

み
不
要
。
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
、

日
　時

11
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
４
時
（
最
終
受
付
午
後
３
時
）
※
雨

天
決
行
、
荒
天
中
止
。

場
　所
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

　
令
和
５
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
（
昭
和

55
年
法
律
第
65
号
）
の

改
正
に
伴
い
、
新
潟
県

の
「
農
業
経
営
基
盤
の

強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
以

下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
加
茂

市
の
「
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進

に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
（
以
下
「
基

本
構
想
」
と
い
う
。
）
を
変
更
し
ま
し

た
。

■
基
本
構
想
と
は

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ

き
、
都
道
府
県
が
作
成
す
る
基
本
方
針

に
即
し
て
市
町
村
が
定
め
る
も
の
で

す
。
加
茂
市
の
農
業
施
策
の
推
進
に
お

い
て
、
農
業
が
職
業
と
し
て
選
択
し
得

る
魅
力
と
や
り
が
い
の
あ
る
も
の
と
な

る
よ
う
、
将
来
（
概
ね
10
年
後
）
の
農

業
経
営
の
発
展
の
目
標
を
明
ら
か
に

し
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
定
め
た
も

の
で
す
。

■
主
な
変
更
点

　
農
業
を
担
う
者
の
確
保
及
び
育
成
に

関
す
る
事
項（
就
農
希
望
者
の
受
入
れ

か
ら
定
着
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
の
考
え

方
や
取
組
な
ど
を
追
加
）、農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
事
業
に
関
す
る
事
項（
地

域
計
画
策
定
の
進
め
方
な
ど
を
追
加
）

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課

農
政
係
（
☎
内
線
412
）

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

基
本
構
想
を
変
更
し
ま
し
た

カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

第
２
弾
10
月
20
日
開
催
！

syakyo@
city.kam

o.niiga
ta.jp

） syakyo@
city.kam

o.niiga
ta.jp

）

　
冬
鳥
越
に

あ
る
旧
蒲
原

鉄
道
保
存
車

両
（
市
文
化

財
）
の
美
化

整
備
を
目
的
に
、
塗
装
な
ど
を
体
験
す

る
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）
製
造
の
電

気
機
関
車
E
D
1
を
中
心
に
、
外
壁
の

磨
き
や
ペ
ン
キ
塗
り
等
の
軽
作
業
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
作
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。
大
人
の
み
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
　時

11
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
　

※
雨
天
中
止
。
そ
の
場
合
は
前
々
日
ま

で
に
参
加
者
へ
連
絡
し
ま
す
。

集
合
場
所
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

ロ
ッ
ジ
ウ
ェ
ー
デ
ル
ン
1
階
ホ
ー
ル

募
集
人
数

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
大
人
千
円
、
小
学
生
500
円

（
体
験
料
・
保
険
料
込
み
）
※
未
就
学

児
は
無
料
で
す
が
、
塗
装
体
験
は
で
き

ま
せ
ん
。

予約サイト

講
　師
　
株
式
会
社
高
重
園
　
阿
部
誠

弘
、
岩
野
大

対
象
者
　
小
学
生
高
学
年
以
上

人
　数

20
名
程
度
（
先
着
順
。
材
料

が
な
く
な
り
次
第
終
了
。
）

参
加
料

500
円

持
ち
物
　
軍
手

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

歴史体験ツアー
日　時　11月11日（土）午前9時～11時30分
講　師　伊藤秀和（加茂市教育委員会社会教育課）
見学場所　民俗資料館（午前9時集合：展示物説明）、釜
渕遺跡、丸潟遺跡、中沢遺跡、花立遺跡、保内三王山古墳
群　※午前11時30分加茂山公園駐車場着（予定）
参加費　無料　　定　員　15名（要申し込み）

歴史講座
日　時　11月11日（土）午後2時～4時
講　師　滝沢規朗さん（新潟県観光文化スポーツ部文化課
世界遺産登録推進室）
演　題　「古墳出現前後の信濃川右岸と左岸」
会　場　産業センター3階講習室
参加費　無料　　定　員　40名（要申し込み）

　15名（要申し込み）

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

申し込み・問い合わせ　民俗資料館（☎52－0089）

ホームページ

　
加
茂
商
工
会
議
所
サ
ー

ビ
ス
部
会
で
は
、
９
月
22

日
に
開
催
し
た
「
カ
モ
ナ

イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
の
第
２

弾
を
開
催
し
ま
す
。

　
会
場
を
上
町
商
店
街
に
移
し
、
華
金

を
引
き
続
き
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
！

日
　時

10
月
20
日
（
金
）
午
後
４
時

頃
〜
９
時

会
　場
　
上
町
商
店
街

内

　容
　
古
着
屋
ス
ト
リ
ー
ト
、
バ

ザ
ー
ル
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
大
集
合
（
予

定
）

※

入
場
無
料
。
雨
天
決
行
。
上
町
商
店

街
の
大
通
り
は
、
午
後
３
時
〜
10
時
の

間
、
車
輛
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
商
工
会
議
所
（
☎

52-

１
７
４
０
）

行
政
書
士
業
務
無
料
相
談
会

日
　時

10
月
28
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

会
　場
　
須
田
コ
ミ
セ
ン
　
大
広
間

内
　容
　
遺
言
、
相
続
、
成
年
後
見
、

農
地
転
用
、
法
人
設
立
、
各
種
営
業
許

可
、
自
動
車
登
録
、
外
国
人
出
入
国
及

び
在
留
資
格
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
行
政
書
士
会
三

条
支
部
広
報
担
当
　
髙
橋
正
芳
（
☎
090

-

９
４
２
３-

５
７
２
４
、

info@
e

ntake.net

）

地区 期 日 会 場 内 容

下条 11/1
（水）

下条体育センター
武道場

地域計画策定に係る協議
（第2回）

加茂 11/14
（火）

産業センター
ホール

❶人･農地プランと地域計
画の説明
❷意向調査について
❸人･農地プランの話合い

須田 11/24
（金）

産業センター
ホール

地域計画策定に係る協議
（第1回）

問い合わせ 農林課農政係（☎内線412)

農業の未来を考える座談会

時 間 午後7時～8時30分

「新潟県教育の日」

は
な
き
ん
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　電源に差して置いておくだ
けで、避難情報や市からの情
報を音声で聞くことができま
す。難しい操作は必要ありま
せん。
　もしものときに備えて、ご
自宅に置いてみませんか。

日　時　：　令和５年11月7日（火）　１０：３０から１１：３０
場　所　：　中央コミュニティセンター　2階多目的大ホール
○希望される方は総務課防災係（下記申込先）へお申し込みください。
○体験したあとに、その場で申し込んで、お持ち帰りいただけます。
○体験会は今後も月１回程度開催していきます。

申し込み　☎0256-52-0080（内線 321）総務課防災係

「かも防災・行政ナビ」専用タブ
レットの体験会を開催します

「
市
長
と
の
座
談
会
」（
防
災
）
を
開
催
し
ま
す

　
自
助
・
共
助
の
重
要

性
、避
難
方
法
、ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
見
方
の
説

明
や
意
見
交
換
を
目
的

に
、左
記
の
日
程
で「
市

長
と
の
座
談
会
」を
開

催
し
ま
す
。

　
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、大
勢
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
は
手
話
通
訳
と
要
約
筆
記
を
配

置
し
ま
す
。詳
し
く
は
事
前
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程
と
場
所

※
は
手
話
通
訳・要
約
筆
記
あ
り

11
月
１
日（
水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
※
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
月
15
日（
水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
下
条
体
育
セ
ン
タ
ー

11
月
17
日（
金
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
公
民
館
西
分
館

11
月
19
日（
日
）午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
七
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
月
19
日（
日
）午
後
２
時
30
分
〜
４
時

　
※
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

11
月
21
日（
火
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

11
月
22
日（
水
）午
後
７
時
〜
８
時
30
分

　
須
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

問
　
総
務
課
防
災
係（
☎
内
線
321
）

加茂市集落支援員　第１号に鶴巻由加里さん
　加茂市では、地域力の創造と再生を後押しする国（総務省）の制度を活用し、
10月１日付で鶴巻由加里さんを集落支援員に委嘱しました。鶴巻さんは伝統の和
紙の復活を志し、加茂紙漉場（上町）で紙の生産、冬鳥越スキーガーデン（長谷）
で原料（楮・トロロアオイ）の栽培に取り組んできました。
　このたびの委嘱では、加茂紙の技能と経験を切り口に、冬鳥越を中心に、七谷で
住民のみなさまと意見交換を重ね、地域課題の解決に尽力します。

問い合わせ　社会教育課（☎内線461）

市
長
と
の
座
談
会
（
防
災
）

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
第47回児童防火ポスター審査会（9/19）
　加茂・田上の小学生が夏休みの課題として描い
た防火啓発ポスターの審査会が、加茂地域消防署
会議室で開かれました。加茂市・田上町防火管理
協会会長の山川敦さんなど10人が審査員となり、
審査作品数 107 点の中から学年ごとに最優秀賞
（1作品）、優秀賞（5作品）、佳作（10作品）を
選定しました。

30年ぶりの「総合防災訓練」(9/24)
　市内各所での避難所開設をともなう避難訓練
と、産業センターでの各種協力団体による体験訓
練や意識啓発の防災ブースなども開設した「令和
５年度加茂市総合防災訓練」を 9 月２４日（日）
に実施しました。住民避難訓練には各会場合わせ
て355人の住民が参加し、産業センターの展示・
訓練会場には400人が訪れました。

　ポスター展示は 9 月 28 日 ( 木 ) から各校持ち回りで学校展
示を行います。また、10月7日(土)～9日(月・祝)は加茂ショッ
ピングパークメリア 3 階で、11 月 1 日 ( 水 ) ～ 5 日 ( 日 ) は
ごまどう湯ったり館で、11月6日 ( 月 ) ～ 10日 ( 金 ) は消防
署で一般展示を行います。

産
業
セ
ン
タ
ー
で
は
各
避
難
所
と

ウ
ェ
ブ
会
議
シ
ス
テ
ム
で
繋
い
で
状

況
報
告
な
ど
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

4年生 5年生 6年生

小柳莉子さん
（加茂小学校）

椿悠花さん
（石川小学校）

田浦凛のんさん
（羽生田小学校）

粟
ヶ
岳
山
閉
い

　
11
月
３
日
（
金
・
祝
）
は
、
日
本
三

百
名
山
の
一
つ
「
名
峰
粟
ヶ
岳
」
の
山

閉
い
。
中
央
登
山
道
登
り
口
付
近
で
は

加
茂
山
岳
会
に
よ
る
神
事
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。
紅
葉
が
美
し
い
秋
の
粟
ヶ

岳
に
登
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
か
ら
の
臨
時
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
の
運
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
観
光
係

（
☎
内
線
131
）
ま
た
は
加
茂
山
岳
会
事

務
局
（
☎
52-

８
７
６
０
）

　
※
加
茂
山
岳
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
同
事
務
局
へ
。

最 優 秀 賞
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油
類
等
の
漏
え
い
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

へ
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
大
切
に
保
管
し
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

10
月
２
日
ま
で
に
納
め
た
人
は
10
月

下
旬
〜
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

10
月
３
日
以
降
に
今
年
初
め
て
納
め
た

人
は
来
年
２
月
上
旬
に
送
付
予
定
で

す
。

　
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
ご
自
身
の
控
除
に
加
え
る

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

　
　
社
会
保
険
料
控
除
対
象

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
宛
に
届

い
た
控
除
証
明
書
も
添
付
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

e-Tax
で
利
用
で
き
る
電
子
版
の
交

付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
ロ
グ

イ
ン
し
、
電
子
送
付
希
望
の
登
録
を
す

る
と
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
「
お
知
ら

せ
」
で
電
子
版
を
受
け
取
れ
ま
す
。

（
登
録
す
る
と
郵
送
が
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。
）

問
い
合
わ
せ
　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

－

003

－

004
）※

月

〜
金
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時
、
第
２
土
曜
日
は
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
。
休
日
・
祝
日
（
第
２
土
曜

日
を
除
く
）
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

古
紙
回
収
に
ご
協
力
を
ほ
か

清
掃
セ
ン
タ
ー

定
期
修
繕
工
事

古紙回収にご協力を
　     勤体駐車場で
　　　　　18日～ 22日
　若宮中学校・加
茂南小学校の第２
回リサイクル運動
を行います。
　勤労者体育センター駐車場に古
紙回収用コンテナを設置し、新
聞、チラシ、雑誌、段ボールを回
収します。期間内に持ってきて、
コンテナに入れてください。ご協
力をお願いします。
期　間　10月18日（水）～22日
（日）午前8時～午後6時
問い合わせ　若宮中学校（☎52
－0472）

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
田
上
町
原
ヶ
崎
新

田
）
で
は
、
２
炉
あ
る
焼
却
炉
を
１
炉

停
止
し
、
定
期
修
繕
工
事
を
行
い
ま

す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集
は

通
常
通
り
行
い
ま
す
が
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
は
制
限
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
工
事
期
間
中
に
多
量
の

ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
は
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
の
持

ち
込
み
は
通
常
通
り
受
入
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

工
事
日
程

10
月
21
日
（
土
）
〜
11
月

12
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
☎
57

－

２
４
１
５
）

公
民
館
作
品
展

日

時

11
月
11
日
（
土
）
〜
13
日

（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
13
日

は
正
午
ま
で
）

会

場
　
市
民
体
育
館

内

容
　
公
民
館
各
種
教
室
や
利
用
団

体
の
活
動
成
果
発
表
、
作
品
展
示
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

☎53－0842

【第46回市民音楽祭】
日　時　11月5日（日）
午前10時開場／第1部午前10時30分、
第2部12時30分開演
会　場　文化会館　大ホール
入場料　無料

【大ホールひとりじめ！
　　　　　10・11月募集中】
参加申込み受付中！
詳細についいては文化会館ホームペ
ージをご覧ください。

　
共
働
き
等
で
放
課
後
留
守
に
な
る
家

庭
の
児
童
を
保
育
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
の

補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
人
。

報

酬
　
時
給
　
保
育
士
資
格
あ
り
984

円
、
保
育
士
資
格
な
し
949
円

勤
務
時
間
　
一
日
約
５
時
間
以
内
（
放

課
後
〜
午
後
６
時
30
分
）
、
長
期
休
業

（
午
前
８
時
〜
午
後
１
時
ま
た
は
午
後

１
時
〜
午
後
６
時
30
分
）
の
み
も
可
。

選

考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
試
験

採
用
時
期
　
令
和
５
年
12
月
１
日

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
10
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
学
校
教
育
課
（
☎
内
線
451
）
へ
。

油類等の漏えい事故防止についてのお願い

暖房機器等の取扱いに注意

　県内では、年々灯油等の油類の漏えい事故が増
加しています。特に冬季は、様々な原因で漏えい
事故が多発する傾向があり、火災の危険、河川の
環境悪化、上水道取水へ影響をおよぼす等のトラ
ブルの原因となっています。
　油類の漏えい事故は、「うっかり」等の人的ミ
スから発生しています。深刻な事態をまねかない
ために、油類の取り扱いには注意しましょう。
誤って油を漏えいさせてしまった、または水路、河川等に油が流れている等を発見した場合は、最
寄りの消防、警察、もしくは市役所・町役場へすぐに連絡してください。

　各家庭で石油暖房機器が使われ始める時期です。古い機器や故障した機器には、火災の発生や一
酸化炭素中毒など思わぬ危険が潜んでいることがあります。シーズン最初の使用には必ず点検し、
安全を確認した上で適正にご使用ください。

第
55
回
加
茂
市
展
が
始
ま
り
ま
す
。

同
時
に
諸
流
い
け
ば
な
展
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
秋
の
一
日
、
ご
家
族
や
友
達
と

芸
術
の
薫
り
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

11
月
３
日
（
金
・
祝
）
〜
７

第
55
回
市
展
開
催

児
童
ク
ラ
ブ
の
補
助
員
募
集

日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
３

日
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
７
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

会

場
　
市
民
体
育
館
（
入
場
無
料
）

展
示
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
（
☎
内
線
461
）

問い合わせ　加茂地域消防本部・予防課（☎52－1770）

月 日 休日当番医 ☎
10/22（日）いからし小児科ｱﾚﾙｷﾞｰｸﾘﾆｯｸ 53-2250
29（日）ながば耳鼻咽喉科医院 53-0751

11/3（金・祝）堀内医院 52-0953
5（日）みながわ整形外科 53-3877
12（日）徳友医院 53-0167

油流出事故に気をつけて！！
▼給油中はその場をはなれない！▼油タンクの
バルブを完全に閉めたか確認！▼除雪する際
は、油の配管を破損しないように注意！▼屋外
の配管が、雪、融雪等により破損しないように
注意！▼油送設備の操作ミス、誤作動に注意！

持
ち
物
　
汚
れ
て
も
良
い
服
装

応
募
方
法

11
月
６
日
（
月
）
ま
で
に

予
約
サ
イ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
、

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10年
後に誰がどのように農地を使って農業を進めていくのか、下
条・加茂・須田・七谷の各地区で農業関係者が集まり、みん
なで考える座談会です。
　今回は下条・加茂・須田地区のご案内です。　
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象
です。複数の地区で耕作している場合は、複数の座談会にご
出席ください。
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カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
第
２
弾
開
催
ほ
か

蒲
原
鉄
道
運
行
開
始
1
0
0
周
年
記
念
ほ
か

蒲
原
鉄
道
運
行
開
始
100
周
年

記
念
　
気
笛
を
鳴
ら
そ
う
！

「
新
潟
県
教
育
の
日
」

親
子
で
楽
し
む
　
旧
蒲
原
鉄

道
保
存
車
両
美
化
イ
ベ
ン
ト

「
新
潟
県
教
育
の
日
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
コ
キ
ア
で
ほ
う
き
作
り

　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
展
示
さ

れ
て
い
る
旧
蒲
原
鉄
道
保
存
車
両
の
気

笛
を
鳴
ら
す
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
モ
ハ
1

は
昭
和
29
年
（
1
9
5
4
）
の
廃
車
以

来
69
年
ぶ
り
、
モ
ハ
61
と
E
D
1
は
平

成
11
年
（
1
9
9
9
）
の
廃
線
以
来
24

年
ぶ
り
に
気
笛
が
鳴
り
ま
す
。

日

時

11
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
３
時

会

場
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

そ
の
他
　
参
加
費
無
料
。
事
前
申
し
込

み
不
要
。
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
、

日

時

11
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
４
時
（
最
終
受
付
午
後
３
時
）
※
雨

天
決
行
、
荒
天
中
止
。

場

所
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

　
令
和
５
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
（
昭
和

55
年
法
律
第
65
号
）
の

改
正
に
伴
い
、
新
潟
県

の
「
農
業
経
営
基
盤
の

強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
以

下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
加
茂

市
の
「
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進

に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
（
以
下
「
基

本
構
想
」
と
い
う
。
）
を
変
更
し
ま
し

た
。

■
基
本
構
想
と
は

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ

き
、
都
道
府
県
が
作
成
す
る
基
本
方
針

に
即
し
て
市
町
村
が
定
め
る
も
の
で

す
。
加
茂
市
の
農
業
施
策
の
推
進
に
お

い
て
、
農
業
が
職
業
と
し
て
選
択
し
得

る
魅
力
と
や
り
が
い
の
あ
る
も
の
と
な

る
よ
う
、
将
来
（
概
ね
10
年
後
）
の
農

業
経
営
の
発
展
の
目
標
を
明
ら
か
に

し
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
定
め
た
も

の
で
す
。

■
主
な
変
更
点

　
農
業
を
担
う
者
の
確
保
及
び
育
成
に

関
す
る
事
項（
就
農
希
望
者
の
受
入
れ

か
ら
定
着
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
の
考
え

方
や
取
組
な
ど
を
追
加
）、農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
事
業
に
関
す
る
事
項（
地

域
計
画
策
定
の
進
め
方
な
ど
を
追
加
）

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課

農
政
係
（
☎
内
線
412
）

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

基
本
構
想
を
変
更
し
ま
し
た

カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

第
２
弾
10
月
20
日
開
催
！

syakyo@
city.kam

o.niiga
ta.jp

） syakyo@
city.kam

o.niiga
ta.jp

）

　
冬
鳥
越
に

あ
る
旧
蒲
原

鉄
道
保
存
車

両
（
市
文
化

財
）
の
美
化

整
備
を
目
的
に
、
塗
装
な
ど
を
体
験
す

る
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）
製
造
の
電

気
機
関
車
E
D
1
を
中
心
に
、
外
壁
の

磨
き
や
ペ
ン
キ
塗
り
等
の
軽
作
業
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
作
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。
大
人
の
み
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日

時

11
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
　

※
雨
天
中
止
。
そ
の
場
合
は
前
々
日
ま

で
に
参
加
者
へ
連
絡
し
ま
す
。

集
合
場
所
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

ロ
ッ
ジ
ウ
ェ
ー
デ
ル
ン
1
階
ホ
ー
ル

募
集
人
数

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
大
人
千
円
、
小
学
生
500
円

（
体
験
料
・
保
険
料
込
み
）
※
未
就
学

児
は
無
料
で
す
が
、
塗
装
体
験
は
で
き

ま
せ
ん
。

予約サイト

講

師
　
株
式
会
社
高
重
園
　
阿
部
誠

弘
、
岩
野
大

対
象
者
　
小
学
生
高
学
年
以
上

人

数

20
名
程
度
（
先
着
順
。
材
料

が
な
く
な
り
次
第
終
了
。
）

参
加
料

500
円

持
ち
物
　
軍
手

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

歴史体験ツアー
日　時　11月11日（土）午前9時～11時30分
講　師　伊藤秀和（加茂市教育委員会社会教育課）
見学場所　民俗資料館（午前9時集合：展示物説明）、釜
渕遺跡、丸潟遺跡、中沢遺跡、花立遺跡、保内三王山古墳
群　※午前11時30分加茂山公園駐車場着（予定）
参加費　無料　　定　員　15名（要申し込み）

歴史講座
日　時　11月11日（土）午後2時～4時
講　師　滝沢規朗さん（新潟県観光文化スポーツ部文化課
世界遺産登録推進室）
演　題　「古墳出現前後の信濃川右岸と左岸」
会　場　産業センター3階講習室
参加費　無料　　定　員　40名（要申し込み）

申し込み・問い合わせ　民俗資料館（☎52－0089）

ホームページ

　
加
茂
商
工
会
議
所
サ
ー

ビ
ス
部
会
で
は
、
９
月
22

日
に
開
催
し
た
「
カ
モ
ナ

イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
の
第
２

弾
を
開
催
し
ま
す
。

　
会
場
を
上
町
商
店
街
に
移
し
、
華
金

を
引
き
続
き
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
！

日

時

10
月
20
日
（
金
）
午
後
４
時

頃
〜
９
時

会

場
　
上
町
商
店
街

内

容
　
古
着
屋
ス
ト
リ
ー
ト
、
バ

ザ
ー
ル
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
大
集
合
（
予

定
）

※

入
場
無
料
。
雨
天
決
行
。
上
町
商
店

街
の
大
通
り
は
、
午
後
３
時
〜
10
時
の

間
、
車
輛
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
商
工
会
議
所
（
☎

52-
１
７
４
０
）

行
政
書
士
業
務
無
料
相
談
会

日

時

10
月
28
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

会

場
　
須
田
コ
ミ
セ
ン
　
大
広
間

内

容
　
遺
言
、
相
続
、
成
年
後
見
、

農
地
転
用
、
法
人
設
立
、
各
種
営
業
許

可
、
自
動
車
登
録
、
外
国
人
出
入
国
及

び
在
留
資
格
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
行
政
書
士
会
三

条
支
部
広
報
担
当
　
髙
橋
正
芳
（
☎
090

-

９
４
２
３-

５
７
２
４
、

info@
e

ntake.net

）

地区 期 日 会 場 内 容

下条 11/1
（水）

下条体育センター
武道場

地域計画策定に係る協議
（第2回）

加茂 11/14
（火）

産業センター
ホール

❶人･農地プランと地域計
画の説明
❷意向調査について
❸人･農地プランの話合い

須田 11/24
（金）

産業センター
ホール

地域計画策定に係る協議
（第1回）

問い合わせ 農林課農政係（☎内線412)

農業の未来を考える座談会

時 間 午後7時～8時30分

「新潟県教育の日」

は
な
き
ん
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油
類
等
の
漏
え
い
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

へ
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
大
切
に
保
管
し
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

10
月
２
日
ま
で
に
納
め
た
人
は
10
月

下
旬
〜
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

10
月
３
日
以
降
に
今
年
初
め
て
納
め
た

人
は
来
年
２
月
上
旬
に
送
付
予
定
で

す
。

　
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
ご
自
身
の
控
除
に
加
え
る

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

　
　
社
会
保
険
料
控
除
対
象

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
宛
に
届

い
た
控
除
証
明
書
も
添
付
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

e-Tax

で
利
用
で
き
る
電
子
版
の
交

付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
ロ
グ

イ
ン
し
、
電
子
送
付
希
望
の
登
録
を
す

る
と
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
「
お
知
ら

せ
」
で
電
子
版
を
受
け
取
れ
ま
す
。

（
登
録
す
る
と
郵
送
が
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。
）

問
い
合
わ
せ
　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

－

003

－

004
）※

月

〜
金
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時
、
第
２
土
曜
日
は
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
。
休
日
・
祝
日
（
第
２
土
曜

日
を
除
く
）
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

古
紙
回
収
に
ご
協
力
を
ほ
か

清
掃
セ
ン
タ
ー

定
期
修
繕
工
事

古紙回収にご協力を
　     勤体駐車場で
　　　　　18日～ 22日
　若宮中学校・加
茂南小学校の第２
回リサイクル運動
を行います。
　勤労者体育センター駐車場に古
紙回収用コンテナを設置し、新
聞、チラシ、雑誌、段ボールを回
収します。期間内に持ってきて、
コンテナに入れてください。ご協
力をお願いします。
期　間　10月18日（水）～22日
（日）午前8時～午後6時
問い合わせ　若宮中学校（☎52
－0472）

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
田
上
町
原
ヶ
崎
新

田
）
で
は
、
２
炉
あ
る
焼
却
炉
を
１
炉

停
止
し
、
定
期
修
繕
工
事
を
行
い
ま

す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集
は

通
常
通
り
行
い
ま
す
が
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
は
制
限
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
工
事
期
間
中
に
多
量
の

ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
は
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
の
持

ち
込
み
は
通
常
通
り
受
入
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

工
事
日
程

10
月
21
日
（
土
）
〜
11
月

12
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
☎
57

－

２
４
１
５
）

公
民
館
作
品
展

日

時

11
月
11
日
（
土
）
〜
13
日

（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
13
日

は
正
午
ま
で
）

会

場
　
市
民
体
育
館

内

容
　
公
民
館
各
種
教
室
や
利
用
団

体
の
活
動
成
果
発
表
、
作
品
展
示
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

☎53－0842

【第46回市民音楽祭】
日　時　11月5日（日）
午前10時開場／第1部午前10時30分、
第2部12時30分開演
会　場　文化会館　大ホール
入場料　無料

【大ホールひとりじめ！
　　　　　10・11月募集中】
参加申込み受付中！
詳細についいては文化会館ホームペ
ージをご覧ください。

　
共
働
き
等
で
放
課
後
留
守
に
な
る
家

庭
の
児
童
を
保
育
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
の

補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
人
。

報

酬
　
時
給
　
保
育
士
資
格
あ
り
984

円
、
保
育
士
資
格
な
し
949
円

勤
務
時
間
　
一
日
約
５
時
間
以
内
（
放

課
後
〜
午
後
６
時
30
分
）
、
長
期
休
業

（
午
前
８
時
〜
午
後
１
時
ま
た
は
午
後

１
時
〜
午
後
６
時
30
分
）
の
み
も
可
。

選

考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
試
験

採
用
時
期
　
令
和
５
年
12
月
１
日

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
10
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
学
校
教
育
課
（
☎
内
線
451
）
へ
。

油類等の漏えい事故防止についてのお願い

暖房機器等の取扱いに注意

　県内では、年々灯油等の油類の漏えい事故が増
加しています。特に冬季は、様々な原因で漏えい
事故が多発する傾向があり、火災の危険、河川の
環境悪化、上水道取水へ影響をおよぼす等のトラ
ブルの原因となっています。
　油類の漏えい事故は、「うっかり」等の人的ミ
スから発生しています。深刻な事態をまねかない
ために、油類の取り扱いには注意しましょう。
誤って油を漏えいさせてしまった、または水路、河川等に油が流れている等を発見した場合は、最
寄りの消防、警察、もしくは市役所・町役場へすぐに連絡してください。

　各家庭で石油暖房機器が使われ始める時期です。古い機器や故障した機器には、火災の発生や一
酸化炭素中毒など思わぬ危険が潜んでいることがあります。シーズン最初の使用には必ず点検し、
安全を確認した上で適正にご使用ください。

第
55
回
加
茂
市
展
が
始
ま
り
ま
す
。

同
時
に
諸
流
い
け
ば
な
展
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
秋
の
一
日
、
ご
家
族
や
友
達
と

芸
術
の
薫
り
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

11
月
３
日
（
金
・
祝
）
〜
７

第
55
回
市
展
開
催

児
童
ク
ラ
ブ
の
補
助
員
募
集

日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
３

日
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
７
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

会

場
　
市
民
体
育
館
（
入
場
無
料
）

展
示
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
（
☎
内
線
461
）

問い合わせ　加茂地域消防本部・予防課（☎52－1770）

月 日 休日当番医 ☎
10/22（日）いからし小児科ｱﾚﾙｷﾞｰｸﾘﾆｯｸ 53-2250
29（日）ながば耳鼻咽喉科医院 53-0751

11/3（金・祝）堀内医院 52-0953
5（日）みながわ整形外科 53-3877
12（日）徳友医院 53-0167

油流出事故に気をつけて！！
▼給油中はその場をはなれない！▼油タンクの
バルブを完全に閉めたか確認！▼除雪する際
は、油の配管を破損しないように注意！▼屋外
の配管が、雪、融雪等により破損しないように
注意！▼油送設備の操作ミス、誤作動に注意！

誤って油を漏えいさせてしまった、または水路、河川等に油が流れている等を発見した場合は、最 持
ち
物
　
汚
れ
て
も
良
い
服
装

応
募
方
法

11
月
６
日
（
月
）
ま
で
に

予
約
サ
イ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
、

　農業従事者の高齢化や担い手不足が心配される中、10年
後に誰がどのように農地を使って農業を進めていくのか、下
条・加茂・須田・七谷の各地区で農業関係者が集まり、みん
なで考える座談会です。
　今回は下条・加茂・須田地区のご案内です。　
　該当地区で耕作している農業者、耕作したい農業者が対象
です。複数の地区で耕作している場合は、複数の座談会にご
出席ください。

広報かも　No.808　5．10．15　　 109　　 広報かも　No.808　5．10．15

カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル
第
２
弾
開
催
ほ
か

蒲
原
鉄
道
運
行
開
始
1
0
0
周
年
記
念
ほ
か

蒲
原
鉄
道
運
行
開
始
100
周
年

記
念
　
気
笛
を
鳴
ら
そ
う
！

「
新
潟
県
教
育
の
日
」

親
子
で
楽
し
む
　
旧
蒲
原
鉄

道
保
存
車
両
美
化
イ
ベ
ン
ト

「
新
潟
県
教
育
の
日
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
コ
キ
ア
で
ほ
う
き
作
り

　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
展
示
さ

れ
て
い
る
旧
蒲
原
鉄
道
保
存
車
両
の
気

笛
を
鳴
ら
す
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
モ
ハ
1

は
昭
和
29
年
（
1
9
5
4
）
の
廃
車
以

来
69
年
ぶ
り
、
モ
ハ
61
と
E
D
1
は
平

成
11
年
（
1
9
9
9
）
の
廃
線
以
来
24

年
ぶ
り
に
気
笛
が
鳴
り
ま
す
。

日

時

11
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
３
時

会

場
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

そ
の
他
　
参
加
費
無
料
。
事
前
申
し
込

み
不
要
。
小
雨
決
行
、
荒
天
中
止
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
、

日

時

11
月
19
日
（
日
）
午
後
１
時

〜
４
時
（
最
終
受
付
午
後
３
時
）
※
雨

天
決
行
、
荒
天
中
止
。

場

所
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

　
令
和
５
年
４
月
に
施

行
さ
れ
た
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
（
昭
和

55
年
法
律
第
65
号
）
の

改
正
に
伴
い
、
新
潟
県

の
「
農
業
経
営
基
盤
の

強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
以

下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
加
茂

市
の
「
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進

に
関
す
る
基
本
的
な
構
想
（
以
下
「
基

本
構
想
」
と
い
う
。
）
を
変
更
し
ま
し

た
。

■
基
本
構
想
と
は

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ

き
、
都
道
府
県
が
作
成
す
る
基
本
方
針

に
即
し
て
市
町
村
が
定
め
る
も
の
で

す
。
加
茂
市
の
農
業
施
策
の
推
進
に
お

い
て
、
農
業
が
職
業
と
し
て
選
択
し
得

る
魅
力
と
や
り
が
い
の
あ
る
も
の
と
な

る
よ
う
、
将
来
（
概
ね
10
年
後
）
の
農

業
経
営
の
発
展
の
目
標
を
明
ら
か
に

し
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
定
め
た
も

の
で
す
。

■
主
な
変
更
点

　
農
業
を
担
う
者
の
確
保
及
び
育
成
に

関
す
る
事
項（
就
農
希
望
者
の
受
入
れ

か
ら
定
着
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
の
考
え

方
や
取
組
な
ど
を
追
加
）、農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
事
業
に
関
す
る
事
項（
地

域
計
画
策
定
の
進
め
方
な
ど
を
追
加
）

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課

農
政
係
（
☎
内
線
412
）

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

基
本
構
想
を
変
更
し
ま
し
た

カ
モ
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

第
２
弾
10
月
20
日
開
催
！

syakyo@
city.kam

o.niiga
ta.jp

） syakyo@
city.kam

o.niiga
ta.jp

）

　
冬
鳥
越
に

あ
る
旧
蒲
原

鉄
道
保
存
車

両
（
市
文
化

財
）
の
美
化

整
備
を
目
的
に
、
塗
装
な
ど
を
体
験
す

る
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
昭
和
5
年
（
1
9
3
0
）
製
造
の
電

気
機
関
車
E
D
1
を
中
心
に
、
外
壁
の

磨
き
や
ペ
ン
キ
塗
り
等
の
軽
作
業
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
者
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
作
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。
大
人
の
み
の

参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日

時

11
月
19
日
（
日
）
午
前
９
時

30
分
〜
11
時
30
分
　

※
雨
天
中
止
。
そ
の
場
合
は
前
々
日
ま

で
に
参
加
者
へ
連
絡
し
ま
す
。

集
合
場
所
　
冬
鳥
越
ス
キ
ー
ガ
ー
デ
ン

ロ
ッ
ジ
ウ
ェ
ー
デ
ル
ン
1
階
ホ
ー
ル

募
集
人
数

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費
　
大
人
千
円
、
小
学
生
500
円

（
体
験
料
・
保
険
料
込
み
）
※
未
就
学

児
は
無
料
で
す
が
、
塗
装
体
験
は
で
き

ま
せ
ん
。

予約サイト

講

師
　
株
式
会
社
高
重
園
　
阿
部
誠

弘
、
岩
野
大

対
象
者
　
小
学
生
高
学
年
以
上

人

数

20
名
程
度
（
先
着
順
。
材
料

が
な
く
な
り
次
第
終
了
。
）

参
加
料

500
円

持
ち
物
　
軍
手

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
（
☎
内
線

461
）

歴史体験ツアー
日　時　11月11日（土）午前9時～11時30分
講　師　伊藤秀和（加茂市教育委員会社会教育課）
見学場所　民俗資料館（午前9時集合：展示物説明）、釜
渕遺跡、丸潟遺跡、中沢遺跡、花立遺跡、保内三王山古墳
群　※午前11時30分加茂山公園駐車場着（予定）
参加費　無料　　定　員　15名（要申し込み）

歴史講座
日　時　11月11日（土）午後2時～4時
講　師　滝沢規朗さん（新潟県観光文化スポーツ部文化課
世界遺産登録推進室）
演　題　「古墳出現前後の信濃川右岸と左岸」
会　場　産業センター3階講習室
参加費　無料　　定　員　40名（要申し込み）

申し込み・問い合わせ　民俗資料館（☎52－0089）

ホームページ

　
加
茂
商
工
会
議
所
サ
ー

ビ
ス
部
会
で
は
、
９
月
22

日
に
開
催
し
た
「
カ
モ
ナ

イ
ト
バ
ザ
ー
ル
」
の
第
２

弾
を
開
催
し
ま
す
。

　
会
場
を
上
町
商
店
街
に
移
し
、
華
金

を
引
き
続
き
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
！

日

時

10
月
20
日
（
金
）
午
後
４
時

頃
〜
９
時

会

場
　
上
町
商
店
街

内

容
　
古
着
屋
ス
ト
リ
ー
ト
、
バ

ザ
ー
ル
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
大
集
合
（
予

定
）

※

入
場
無
料
。
雨
天
決
行
。
上
町
商
店

街
の
大
通
り
は
、
午
後
３
時
〜
10
時
の

間
、
車
輛
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
商
工
会
議
所
（
☎

52-

１
７
４
０
）

行
政
書
士
業
務
無
料
相
談
会

日

時

10
月
28
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

会

場
　
須
田
コ
ミ
セ
ン
　
大
広
間

内

容
　
遺
言
、
相
続
、
成
年
後
見
、

農
地
転
用
、
法
人
設
立
、
各
種
営
業
許

可
、
自
動
車
登
録
、
外
国
人
出
入
国
及

び
在
留
資
格
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
行
政
書
士
会
三

条
支
部
広
報
担
当
　
髙
橋
正
芳
（
☎
090

-

９
４
２
３-

５
７
２
４
、

info@
e

ntake.net

）

地区 期 日 会 場 内 容

下条 11/1
（水）

下条体育センター
武道場

地域計画策定に係る協議
（第2回）

加茂 11/14
（火）

産業センター
ホール

❶人･農地プランと地域計
画の説明
❷意向調査について
❸人･農地プランの話合い

須田 11/24
（金）

産業センター
ホール

地域計画策定に係る協議
（第1回）

問い合わせ 農林課農政係（☎内線412)

農業の未来を考える座談会

時 間 午後7時～8時30分

「新潟県教育の日」

は
な
き
ん
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　令和5年10月1日のインボイス制度（適格請求
書等保存方式）の開始に伴い、市役所内売店で
販売している納品書兼請求書の取扱方法が変更
になりました。請求書を提出する際には右記の
点にご注意ください。
　請求書を上下水道課に提出する場合は、イン
ボイスに対応している各事業者の様式を使用し
ていただくか、または市ホームページ掲載の様
式をご利用いただくことをお勧めします。
　なお、市役所内売店で販売している納品書兼
請求書については、在庫がなくなり次第、取扱
いを終了しますのでご了承ください。
　あわせて、インボイス制度の登録番号をお知らせします。
　（水道事業、下水道事業に関しては、広報かもお知らせ版9月1日号にも掲載しています。）
・加 茂 市 一 般 会 計：T3000020152099　　　　・加 茂 市 水 道 事 業：T8800020001229
・加茂市下水道事業特別会計：T6800020001379

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

第
１
回
地
域
別
懇
談
会
を

開
催

インボイス制度開始に係る請求書の取扱いについて

　
市
で
は
、
将
来
の
都
市
像
や
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
を
示
す
計
画
で
あ
る
「
加

茂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
地
域

ご
と
の
課
題
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
示
す
「
地
域
別
構
想
」
を
策
定
す
る

た
め
に
、
地
域
ご
と
の
住
民
の
方
か
ら

の
意
見
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
住
民
の
方
の
声
や
意
見

を
伺
う
場
と
し
て
、
地
域
別
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
意
見
交
換
を

行
い
、
ま
ち
の
魅
力
や
課
題
、
将
来
の

イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

テ
ー
マ
　
「
加
茂
市
の
課
題
と
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
※
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式

募
集
人
数
　
各
地
域
30
人
　
※
応
募
多

数
の
場
合
は
先
着
順

応
募
条
件
　
市
内
在
住
の
16
歳
以
上
。

出
席
で
き
る
懇
談
会
は
、
原
則
、
居
住

す
る
地
域
（
小
学
校
区
）
に
限
り
ま

す
。

申
し
込
み
　
各
回
と
も
に
開
催
日
前
の

月
曜
日
ま
で
に
、
申
込
用
紙
を
郵
送
ま

た
は
メ
ー
ル
に
て
提
出
、
も
し
く
は
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
建
設

課
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課

都
市
計
画
係
（
☎
内
線

215
）

申し込みフォーム

地域（小学校区） 日時 場所
① 七谷小学校区 11/10(金) 18：30～20：30 七谷コミセン大広間
② 須田小学校区 11/11(土) 10：00～12：00 須田コミセン大広間

加茂市役所３階
301会議室

④ 下条小学校区 11/24(金) 18：30～20：30 下条コミセン大広間
地域交流センター
多目的大ホール

11/11(土) 14：00～16：00

11/25(土) 14：00～16：00

③

⑤

石川小学校区(旧加
茂西小学校区含む)

加茂小学校区・
加茂南小学校区

請求書を上下水道課に提出する場合

従来の請求書への記載内容に加え、
　①インボイスの登録番号
　②税率（8％・10％）ごとの税抜額及び消費税相
当額の記載等が必要になります。

請求書を上下水道課以外に提出する場合

　今までどおり、市役所内売店で販売している納品
書兼請求書をそのままお使いいただけます。

問い合わせ　会計課（☎内線141）、下水事業（☎内線231）、水道事業（☎内線242）

特
定
健
康
診
査
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

特
定
健
康
診
査
（
集
団
）
や

各
種
検
診
11
月
10
、
11
日
に

産
業
セ
ン
タ
ー
で

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

　
意
向
調
査
で
申
し
込
ん
だ
が
、
６
・

７
月
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
（
19
〜

69
歳
）
に
健
診
の
案
内
を
送
付
し
ま

す
。

　
ま
た
、
意
向
調
査
で
申
し
込
ま
な

か
っ
た
人
や
、
70
歳
以
上
で
健
診
を
受

け
た
い
人
も
受
診
で
き
ま
す
。

健
診
日

11
月
10
日
（
金
）
、
11
日

（
土
）

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時

会

場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

■
特
定
健
康
診
査
（
集
団
）

対
象
者

▼
19
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

▼
19
〜
39
歳
の
被
用
者
保
険
（
協
会
け

ん
ぽ
、
共
済
、
国
保
組
合
、
健
保
組

合
）
の
加
入
者
本
人
ま
た
は
被
扶
養
者

（
家
族
な
ど
）
で
受
診
す
る
機
会
が
な

い
人

▼
40
〜
74
歳
の
被
用
者
保
険
の
被
扶
養

者
（
受
診
券
と
保
険
証
を
持
ち
直
接
会

場
へ
、
事
前
申
込
不
要
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

料

金

千
500
円
（
19
〜
39
歳
）
、
千

円
（
40
〜
69
歳
）

※
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は
受
診
券

に
記
載
の
金
額
。

70
歳
以
上
は
無
料
。

■
前
立
腺
が
ん
検
診

※
特
定
健
診
と
同
時
実
施
。
た
だ
し
、

社
保
の
方
で
検
診
の
機
会
を
逃
し
た
方

は
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
者

50
歳
以
上
の
男
性

※
前
立
腺
が
ん
等
で
医
療
機
関
に
受
診

中
や
定
期
的
に
検
査
し
て
い
る
人
は
受

診
不
要
。

料

金
　
千
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

■
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

※
特
定
健
康
診
査
と
同
時
実
施
の
み
。

対
象
者
　
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に

40
歳
に
な
る
人
。

料

金

800
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

■
風
し
ん
抗
体
検
査

対
象
者
　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
ク
ー

ポ
ン
が
あ
る
人
（
検
査
時
要
持
参
）

料

金
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
19
日

（
木
）
、
20
日
（
金
）
に
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係
（
☎

内
線
162
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

40
歳
以
上
で
６
、
７

月
の
検
診
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
人
を
対
象
に

行
い
ま
す
（
医
療
機
関

や
人
間
ド
ッ
ク
等
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
受

け
る
人
は
除
く
）
。

健
診
日

11
月
10
日
（
金
）
、
11
日

（
土
）

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時

会

場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

定

員
　
両
日
と
も
100
人
程
度

料

金
　
無
料

※
検
診
車
は
両
日
と
も
１
台
で
実
施
し

ま
す
。

■
喀
た
ん
検
診

対
象
者
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受

診
し
次
に
該
当
す
る
人
。

▼
重
ク
ロ
ム
酸
、
石
綿
等
を
吸
う
業
務

に
従
事
し
た
、
ま
た
は
50
歳
以
上
で
喫

煙
指
数
（
１
日
本
数
×
年
数
）
が
600
以

上
の
人
。

料

金
　
千
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
19
日

（
木
）
、
20
日
（
金
）
に
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係
（
☎
内
線
162
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

コミュニティ助成事業
黒水南区で防災資機材の整備

　（一財）自治総合センターは、宝くじの社会
貢献広報事業として、地域社会の健全な発展と
住民の福祉向上を目的に様々なコミュニティ活
動を助成しています。
　このたび、黒水南区は、宝くじの助成を受け
て、発電機、投光器、ガソリン携行缶、コード

リール、防災ラジオ、リヤカー、ヘルメット、
テント、テーブル、ＬＥＤ強力ライトとこれら
の防災資機材を保管するための簡易な倉庫を整
備しました。
　黒水南区では、日頃の防災活動の活性化と災
害時の迅速な対応のため、これらの防災資機材
を有効に活用していき
ます。　
問い合わせ　総務課防
災係（☎内線321）
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油
類
等
の
漏
え
い
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

へ
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
大
切
に
保
管
し
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

10
月
２
日
ま
で
に
納
め
た
人
は
10
月

下
旬
〜
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

10
月
３
日
以
降
に
今
年
初
め
て
納
め
た

人
は
来
年
２
月
上
旬
に
送
付
予
定
で

す
。

　
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
ご
自
身
の
控
除
に
加
え
る

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

　
　
社
会
保
険
料
控
除
対
象

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
宛
に
届

い
た
控
除
証
明
書
も
添
付
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

e-Tax
で
利
用
で
き
る
電
子
版
の
交

付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
ロ
グ

イ
ン
し
、
電
子
送
付
希
望
の
登
録
を
す

る
と
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
「
お
知
ら

せ
」
で
電
子
版
を
受
け
取
れ
ま
す
。

（
登
録
す
る
と
郵
送
が
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。
）

問
い
合
わ
せ
　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

－

003

－

004
）※

月

〜
金
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時
、
第
２
土
曜
日
は
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
。
休
日
・
祝
日
（
第
２
土
曜

日
を
除
く
）
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

古
紙
回
収
に
ご
協
力
を
ほ
か

清
掃
セ
ン
タ
ー

定
期
修
繕
工
事

古紙回収にご協力を
　     勤体駐車場で
　　　　　18日～ 22日
　若宮中学校・加
茂南小学校の第２
回リサイクル運動
を行います。
　勤労者体育センター駐車場に古
紙回収用コンテナを設置し、新
聞、チラシ、雑誌、段ボールを回
収します。期間内に持ってきて、
コンテナに入れてください。ご協
力をお願いします。
期　間　10月18日（水）～22日
（日）午前8時～午後6時
問い合わせ　若宮中学校（☎52
－0472）

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
田
上
町
原
ヶ
崎
新

田
）
で
は
、
２
炉
あ
る
焼
却
炉
を
１
炉

停
止
し
、
定
期
修
繕
工
事
を
行
い
ま

す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集
は

通
常
通
り
行
い
ま
す
が
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
は
制
限
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
工
事
期
間
中
に
多
量
の

ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
は
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
の
持

ち
込
み
は
通
常
通
り
受
入
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

工
事
日
程

10
月
21
日
（
土
）
〜
11
月

12
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
☎
57

－

２
４
１
５
）

公
民
館
作
品
展

日

時

11
月
11
日
（
土
）
〜
13
日

（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
13
日

は
正
午
ま
で
）

会

場
　
市
民
体
育
館

内

容
　
公
民
館
各
種
教
室
や
利
用
団

体
の
活
動
成
果
発
表
、
作
品
展
示
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

日
（
土
）

☎53－0842

【第46回市民音楽祭】
日　時　11月5日（日）
午前10時開場／第1部午前10時30分、
第2部12時30分開演
会　場　文化会館　大ホール
入場料　無料

【大ホールひとりじめ！
　　　　　10・11月募集中】
参加申込み受付中！
詳細についいては文化会館ホームペ
ージをご覧ください。

　
共
働
き
等
で
放
課
後
留
守
に
な
る
家

庭
の
児
童
を
保
育
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
の

補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
人
。

報

酬
　
時
給
　
保
育
士
資
格
あ
り
984

円
、
保
育
士
資
格
な
し
949
円

勤
務
時
間
　
一
日
約
５
時
間
以
内
（
放

課
後
〜
午
後
６
時
30
分
）
、
長
期
休
業

（
午
前
８
時
〜
午
後
１
時
ま
た
は
午
後

１
時
〜
午
後
６
時
30
分
）
の
み
も
可
。

選

考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
試
験

採
用
時
期
　
令
和
５
年
12
月
１
日

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
10
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
学
校
教
育
課
（
☎
内
線
451
）
へ
。

油類等の漏えい事故防止についてのお願い

暖房機器等の取扱いに注意

　県内では、年々灯油等の油類の漏えい事故が増
加しています。特に冬季は、様々な原因で漏えい
事故が多発する傾向があり、火災の危険、河川の
環境悪化、上水道取水へ影響をおよぼす等のトラ
ブルの原因となっています。
　油類の漏えい事故は、「うっかり」等の人的ミ
スから発生しています。深刻な事態をまねかない
ために、油類の取り扱いには注意しましょう。
誤って油を漏えいさせてしまった、または水路、河川等に油が流れている等を発見した場合は、最
寄りの消防、警察、もしくは市役所・町役場へすぐに連絡してください。

　各家庭で石油暖房機器が使われ始める時期です。古い機器や故障した機器には、火災の発生や一
酸化炭素中毒など思わぬ危険が潜んでいることがあります。シーズン最初の使用には必ず点検し、
安全を確認した上で適正にご使用ください。

第
55
回
加
茂
市
展
が
始
ま
り
ま
す
。

同
時
に
諸
流
い
け
ば
な
展
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
秋
の
一
日
、
ご
家
族
や
友
達
と

芸
術
の
薫
り
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

11
月
３
日
（
金
・
祝
）
〜
７

第
55
回
市
展
開
催

児
童
ク
ラ
ブ
の
補
助
員
募
集

日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
３

日
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
７
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

会

場
　
市
民
体
育
館
（
入
場
無
料
）

展
示
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
（
☎
内
線
461
）

問い合わせ　加茂地域消防本部・予防課（☎52－1770）

月 日 休日当番医 ☎
10/22（日）いからし小児科ｱﾚﾙｷﾞｰｸﾘﾆｯｸ 53-2250
29（日）ながば耳鼻咽喉科医院 53-0751

11/3（金・祝）堀内医院 52-0953
5（日）みながわ整形外科 53-3877
12（日）徳友医院 53-0167

油流出事故に気をつけて！！
▼給油中はその場をはなれない！▼油タンクの
バルブを完全に閉めたか確認！▼除雪する際
は、油の配管を破損しないように注意！▼屋外
の配管が、雪、融雪等により破損しないように
注意！▼油送設備の操作ミス、誤作動に注意！
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　令和5年10月1日のインボイス制度（適格請求
書等保存方式）の開始に伴い、市役所内売店で
販売している納品書兼請求書の取扱方法が変更
になりました。請求書を提出する際には右記の
点にご注意ください。
　請求書を上下水道課に提出する場合は、イン
ボイスに対応している各事業者の様式を使用し
ていただくか、または市ホームページ掲載の様
式をご利用いただくことをお勧めします。
　なお、市役所内売店で販売している納品書兼
請求書については、在庫がなくなり次第、取扱
いを終了しますのでご了承ください。
　あわせて、インボイス制度の登録番号をお知らせします。
　（水道事業、下水道事業に関しては、広報かもお知らせ版9月1日号にも掲載しています。）
・加 茂 市 一 般 会 計：T3000020152099　　　　・加 茂 市 水 道 事 業：T8800020001229
・加茂市下水道事業特別会計：T6800020001379

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

第
１
回
地
域
別
懇
談
会
を

開
催

インボイス制度開始に係る請求書の取扱いについて

　
市
で
は
、
将
来
の
都
市
像
や
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
を
示
す
計
画
で
あ
る
「
加

茂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
地
域

ご
と
の
課
題
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
示
す
「
地
域
別
構
想
」
を
策
定
す
る

た
め
に
、
地
域
ご
と
の
住
民
の
方
か
ら

の
意
見
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
住
民
の
方
の
声
や
意
見

を
伺
う
場
と
し
て
、
地
域
別
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
意
見
交
換
を

行
い
、
ま
ち
の
魅
力
や
課
題
、
将
来
の

イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

テ
ー
マ
　
「
加
茂
市
の
課
題
と
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
※
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式

募
集
人
数
　
各
地
域
30
人
　
※
応
募
多

数
の
場
合
は
先
着
順

応
募
条
件
　
市
内
在
住
の
16
歳
以
上
。

出
席
で
き
る
懇
談
会
は
、
原
則
、
居
住

す
る
地
域
（
小
学
校
区
）
に
限
り
ま

す
。

申
し
込
み
　
各
回
と
も
に
開
催
日
前
の

月
曜
日
ま
で
に
、
申
込
用
紙
を
郵
送
ま

た
は
メ
ー
ル
に
て
提
出
、
も
し
く
は
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
建
設

課
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課

都
市
計
画
係
（
☎
内
線

215
）

申し込みフォーム

地域（小学校区） 日時 場所
① 七谷小学校区 11/10(金) 18：30～20：30 七谷コミセン大広間
② 須田小学校区 11/11(土) 10：00～12：00 須田コミセン大広間

加茂市役所３階
301会議室

④ 下条小学校区 11/24(金) 18：30～20：30 下条コミセン大広間
地域交流センター
多目的大ホール

11/11(土) 14：00～16：00

11/25(土) 14：00～16：00

③

⑤

石川小学校区(旧加
茂西小学校区含む)

加茂小学校区・
加茂南小学校区

請求書を上下水道課に提出する場合

従来の請求書への記載内容に加え、
　①インボイスの登録番号
　②税率（8％・10％）ごとの税抜額及び消費税相
当額の記載等が必要になります。

請求書を上下水道課以外に提出する場合

　今までどおり、市役所内売店で販売している納品
書兼請求書をそのままお使いいただけます。

問い合わせ　会計課（☎内線141）、下水事業（☎内線231）、水道事業（☎内線242）

特
定
健
康
診
査
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

特
定
健
康
診
査
（
集
団
）
や

各
種
検
診
11
月
10
、
11
日
に

産
業
セ
ン
タ
ー
で

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

　
意
向
調
査
で
申
し
込
ん
だ
が
、
６
・

７
月
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
（
19
〜

69
歳
）
に
健
診
の
案
内
を
送
付
し
ま

す
。

　
ま
た
、
意
向
調
査
で
申
し
込
ま
な

か
っ
た
人
や
、
70
歳
以
上
で
健
診
を
受

け
た
い
人
も
受
診
で
き
ま
す
。

健
診
日

11
月
10
日
（
金
）
、
11
日

（
土
）

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時

会

場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

■
特
定
健
康
診
査
（
集
団
）

対
象
者

▼
19
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

▼
19
〜
39
歳
の
被
用
者
保
険
（
協
会
け

ん
ぽ
、
共
済
、
国
保
組
合
、
健
保
組

合
）
の
加
入
者
本
人
ま
た
は
被
扶
養
者

（
家
族
な
ど
）
で
受
診
す
る
機
会
が
な

い
人

▼
40
〜
74
歳
の
被
用
者
保
険
の
被
扶
養

者
（
受
診
券
と
保
険
証
を
持
ち
直
接
会

場
へ
、
事
前
申
込
不
要
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

料

金

千
500
円
（
19
〜
39
歳
）
、
千

円
（
40
〜
69
歳
）

※
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は
受
診
券

に
記
載
の
金
額
。

70
歳
以
上
は
無
料
。

■
前
立
腺
が
ん
検
診

※
特
定
健
診
と
同
時
実
施
。
た
だ
し
、

社
保
の
方
で
検
診
の
機
会
を
逃
し
た
方

は
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
者

50
歳
以
上
の
男
性

※
前
立
腺
が
ん
等
で
医
療
機
関
に
受
診

中
や
定
期
的
に
検
査
し
て
い
る
人
は
受

診
不
要
。

料

金
　
千
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

■
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

※
特
定
健
康
診
査
と
同
時
実
施
の
み
。

対
象
者
　
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に

40
歳
に
な
る
人
。

料

金

800
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

■
風
し
ん
抗
体
検
査

対
象
者
　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
ク
ー

ポ
ン
が
あ
る
人
（
検
査
時
要
持
参
）

料

金
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
19
日

（
木
）
、
20
日
（
金
）
に
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係
（
☎

内
線
162
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

40
歳
以
上
で
６
、
７

月
の
検
診
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
人
を
対
象
に

行
い
ま
す
（
医
療
機
関

や
人
間
ド
ッ
ク
等
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
受

け
る
人
は
除
く
）
。

健
診
日

11
月
10
日
（
金
）
、
11
日

（
土
）

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時

会

場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

定

員
　
両
日
と
も
100
人
程
度

料

金
　
無
料

※
検
診
車
は
両
日
と
も
１
台
で
実
施
し

ま
す
。

■
喀
た
ん
検
診

対
象
者
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受

診
し
次
に
該
当
す
る
人
。

▼
重
ク
ロ
ム
酸
、
石
綿
等
を
吸
う
業
務

に
従
事
し
た
、
ま
た
は
50
歳
以
上
で
喫

煙
指
数
（
１
日
本
数
×
年
数
）
が
600
以

上
の
人
。

料

金
　
千
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
19
日

（
木
）
、
20
日
（
金
）
に
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係
（
☎
内
線
162
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

コミュニティ助成事業
黒水南区で防災資機材の整備

　（一財）自治総合センターは、宝くじの社会
貢献広報事業として、地域社会の健全な発展と
住民の福祉向上を目的に様々なコミュニティ活
動を助成しています。
　このたび、黒水南区は、宝くじの助成を受け
て、発電機、投光器、ガソリン携行缶、コード

リール、防災ラジオ、リヤカー、ヘルメット、
テント、テーブル、ＬＥＤ強力ライトとこれら
の防災資機材を保管するための簡易な倉庫を整
備しました。
　黒水南区では、日頃の防災活動の活性化と災
害時の迅速な対応のため、これらの防災資機材
を有効に活用していき
ます。　
問い合わせ　総務課防
災係（☎内線321）
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油
類
等
の
漏
え
い
事
故
防
止
に
つ
い
て
の
お
願
い

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

へ
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
大
切
に
保
管
し
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

10
月
２
日
ま
で
に
納
め
た
人
は
10
月

下
旬
〜
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

10
月
３
日
以
降
に
今
年
初
め
て
納
め
た

人
は
来
年
２
月
上
旬
に
送
付
予
定
で

す
。

　
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
ご
自
身
の
控
除
に
加
え
る

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

　
　
社
会
保
険
料
控
除
対
象

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
宛
に
届

い
た
控
除
証
明
書
も
添
付
し
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

e-Tax

で
利
用
で
き
る
電
子
版
の
交

付
も
行
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
ロ
グ

イ
ン
し
、
電
子
送
付
希
望
の
登
録
を
す

る
と
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
「
お
知
ら

せ
」
で
電
子
版
を
受
け
取
れ
ま
す
。

（
登
録
す
る
と
郵
送
が
さ
れ
な
く
な
り

ま
す
。
）

問
い
合
わ
せ
　
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０

－

003

－

004
）※

月

〜
金
曜
日
は
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時
、
第
２
土
曜
日
は
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
４
時
。
休
日
・
祝
日
（
第
２
土
曜

日
を
除
く
）
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

古
紙
回
収
に
ご
協
力
を
ほ
か

清
掃
セ
ン
タ
ー

定
期
修
繕
工
事

古紙回収にご協力を
　     勤体駐車場で
　　　　　18日～ 22日
　若宮中学校・加
茂南小学校の第２
回リサイクル運動
を行います。
　勤労者体育センター駐車場に古
紙回収用コンテナを設置し、新
聞、チラシ、雑誌、段ボールを回
収します。期間内に持ってきて、
コンテナに入れてください。ご協
力をお願いします。
期　間　10月18日（水）～22日
（日）午前8時～午後6時
問い合わせ　若宮中学校（☎52
－0472）

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
田
上
町
原
ヶ
崎
新

田
）
で
は
、
２
炉
あ
る
焼
却
炉
を
１
炉

停
止
し
、
定
期
修
繕
工
事
を
行
い
ま

す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集
は

通
常
通
り
行
い
ま
す
が
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
は
制
限
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
工
事
期
間
中
に
多
量
の

ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
は
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
不
燃
ご
み
・
粗
大
ご
み
の
持

ち
込
み
は
通
常
通
り
受
入
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

工
事
日
程

10
月
21
日
（
土
）
〜
11
月

12
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
☎
57

－

２
４
１
５
）

公
民
館
作
品
展

日

時

11
月
11
日
（
土
）
〜
13
日

（
月
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
13
日

は
正
午
ま
で
）

会

場
　
市
民
体
育
館

内

容
　
公
民
館
各
種
教
室
や
利
用
団

体
の
活
動
成
果
発
表
、
作
品
展
示
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ
　
公
民
館
（
☎
52

－

１
９

５
３
）

☎53－0842

【第46回市民音楽祭】
日　時　11月5日（日）
午前10時開場／第1部午前10時30分、
第2部12時30分開演
会　場　文化会館　大ホール
入場料　無料

【大ホールひとりじめ！
　　　　　10・11月募集中】
参加申込み受付中！
詳細についいては文化会館ホームペ
ージをご覧ください。

　
共
働
き
等
で
放
課
後
留
守
に
な
る
家

庭
の
児
童
を
保
育
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
の

補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
人
員
　
若
干
名

受
験
資
格
　
昭
和
42
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
人
。

報

酬
　
時
給
　
保
育
士
資
格
あ
り
984

円
、
保
育
士
資
格
な
し
949
円

勤
務
時
間
　
一
日
約
５
時
間
以
内
（
放

課
後
〜
午
後
６
時
30
分
）
、
長
期
休
業

（
午
前
８
時
〜
午
後
１
時
ま
た
は
午
後

１
時
〜
午
後
６
時
30
分
）
の
み
も
可
。

選

考
　
書
類
選
考
後
、
面
接
試
験

採
用
時
期
　
令
和
５
年
12
月
１
日

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
10
月
31
日
（
火
）
ま
で

に
学
校
教
育
課
（
☎
内
線
451
）
へ
。

油類等の漏えい事故防止についてのお願い

暖房機器等の取扱いに注意

　県内では、年々灯油等の油類の漏えい事故が増
加しています。特に冬季は、様々な原因で漏えい
事故が多発する傾向があり、火災の危険、河川の
環境悪化、上水道取水へ影響をおよぼす等のトラ
ブルの原因となっています。
　油類の漏えい事故は、「うっかり」等の人的ミ
スから発生しています。深刻な事態をまねかない
ために、油類の取り扱いには注意しましょう。
誤って油を漏えいさせてしまった、または水路、河川等に油が流れている等を発見した場合は、最
寄りの消防、警察、もしくは市役所・町役場へすぐに連絡してください。

　各家庭で石油暖房機器が使われ始める時期です。古い機器や故障した機器には、火災の発生や一
酸化炭素中毒など思わぬ危険が潜んでいることがあります。シーズン最初の使用には必ず点検し、
安全を確認した上で適正にご使用ください。

第
55
回
加
茂
市
展
が
始
ま
り
ま
す
。

同
時
に
諸
流
い
け
ば
な
展
も
開
催
さ
れ

ま
す
。
秋
の
一
日
、
ご
家
族
や
友
達
と

芸
術
の
薫
り
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

11
月
３
日
（
金
・
祝
）
〜
７

第
55
回
市
展
開
催

児
童
ク
ラ
ブ
の
補
助
員
募
集

日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
（
３

日
は
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
７
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

会

場
　
市
民
体
育
館
（
入
場
無
料
）

展
示
作
品
　
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
、
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
（
☎
内
線
461
）

問い合わせ　加茂地域消防本部・予防課（☎52－1770）

月 日 休日当番医 ☎
10/22（日）いからし小児科ｱﾚﾙｷﾞｰｸﾘﾆｯｸ 53-2250
29（日）ながば耳鼻咽喉科医院 53-0751

11/3（金・祝）堀内医院 52-0953
5（日）みながわ整形外科 53-3877
12（日）徳友医院 53-0167

油流出事故に気をつけて！！
▼給油中はその場をはなれない！▼油タンクの
バルブを完全に閉めたか確認！▼除雪する際
は、油の配管を破損しないように注意！▼屋外
の配管が、雪、融雪等により破損しないように
注意！▼油送設備の操作ミス、誤作動に注意！
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　令和5年10月1日のインボイス制度（適格請求
書等保存方式）の開始に伴い、市役所内売店で
販売している納品書兼請求書の取扱方法が変更
になりました。請求書を提出する際には右記の
点にご注意ください。
　請求書を上下水道課に提出する場合は、イン
ボイスに対応している各事業者の様式を使用し
ていただくか、または市ホームページ掲載の様
式をご利用いただくことをお勧めします。
　なお、市役所内売店で販売している納品書兼
請求書については、在庫がなくなり次第、取扱
いを終了しますのでご了承ください。
　あわせて、インボイス制度の登録番号をお知らせします。
　（水道事業、下水道事業に関しては、広報かもお知らせ版9月1日号にも掲載しています。）
・加 茂 市 一 般 会 計：T3000020152099　　　　・加 茂 市 水 道 事 業：T8800020001229
・加茂市下水道事業特別会計：T6800020001379

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

第
１
回
地
域
別
懇
談
会
を

開
催

インボイス制度開始に係る請求書の取扱いについて

　
市
で
は
、
将
来
の
都
市
像
や
ま
ち
づ

く
り
の
方
針
を
示
す
計
画
で
あ
る
「
加

茂
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の

策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
地
域

ご
と
の
課
題
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

を
示
す
「
地
域
別
構
想
」
を
策
定
す
る

た
め
に
、
地
域
ご
と
の
住
民
の
方
か
ら

の
意
見
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
住
民
の
方
の
声
や
意
見

を
伺
う
場
と
し
て
、
地
域
別
懇
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
意
見
交
換
を

行
い
、
ま
ち
の
魅
力
や
課
題
、
将
来
の

イ
メ
ー
ジ
な
ど
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

テ
ー
マ
　
「
加
茂
市
の
課
題
と
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」
※
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式

募
集
人
数
　
各
地
域
30
人
　
※
応
募
多

数
の
場
合
は
先
着
順

応
募
条
件
　
市
内
在
住
の
16
歳
以
上
。

出
席
で
き
る
懇
談
会
は
、
原
則
、
居
住

す
る
地
域
（
小
学
校
区
）
に
限
り
ま

す
。

申
し
込
み
　
各
回
と
も
に
開
催
日
前
の

月
曜
日
ま
で
に
、
申
込
用
紙
を
郵
送
ま

た
は
メ
ー
ル
に
て
提
出
、
も
し
く
は
申

し
込
み
フ
ォ
ー
ム
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
建
設

課
窓
口
に
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
建
設
課

都
市
計
画
係
（
☎
内
線

215
）

申し込みフォーム

地域（小学校区） 日時 場所
① 七谷小学校区 11/10(金) 18：30～20：30 七谷コミセン大広間
② 須田小学校区 11/11(土) 10：00～12：00 須田コミセン大広間

加茂市役所３階
301会議室

④ 下条小学校区 11/24(金) 18：30～20：30 下条コミセン大広間
地域交流センター
多目的大ホール

11/11(土) 14：00～16：00

11/25(土) 14：00～16：00

③

⑤

石川小学校区(旧加
茂西小学校区含む)

加茂小学校区・
加茂南小学校区

請求書を上下水道課に提出する場合

従来の請求書への記載内容に加え、
　①インボイスの登録番号
　②税率（8％・10％）ごとの税抜額及び消費税相
当額の記載等が必要になります。

請求書を上下水道課以外に提出する場合

　今までどおり、市役所内売店で販売している納品
書兼請求書をそのままお使いいただけます。

問い合わせ　会計課（☎内線141）、下水事業（☎内線231）、水道事業（☎内線242）

特
定
健
康
診
査
・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

特
定
健
康
診
査
（
集
団
）
や

各
種
検
診
11
月
10
、
11
日
に

産
業
セ
ン
タ
ー
で

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

　
意
向
調
査
で
申
し
込
ん
だ
が
、
６
・

７
月
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人
（
19
〜

69
歳
）
に
健
診
の
案
内
を
送
付
し
ま

す
。

　
ま
た
、
意
向
調
査
で
申
し
込
ま
な

か
っ
た
人
や
、
70
歳
以
上
で
健
診
を
受

け
た
い
人
も
受
診
で
き
ま
す
。

健
診
日

11
月
10
日
（
金
）
、
11
日

（
土
）

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

■
特
定
健
康
診
査
（
集
団
）

対
象
者

▼
19
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

▼
19
〜
39
歳
の
被
用
者
保
険
（
協
会
け

ん
ぽ
、
共
済
、
国
保
組
合
、
健
保
組

合
）
の
加
入
者
本
人
ま
た
は
被
扶
養
者

（
家
族
な
ど
）
で
受
診
す
る
機
会
が
な

い
人

▼
40
〜
74
歳
の
被
用
者
保
険
の
被
扶
養

者
（
受
診
券
と
保
険
証
を
持
ち
直
接
会

場
へ
、
事
前
申
込
不
要
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者

料
　金

千
500
円
（
19
〜
39
歳
）
、
千

円
（
40
〜
69
歳
）

※
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は
受
診
券

に
記
載
の
金
額
。

70
歳
以
上
は
無
料
。

■
前
立
腺
が
ん
検
診

※
特
定
健
診
と
同
時
実
施
。
た
だ
し
、

社
保
の
方
で
検
診
の
機
会
を
逃
し
た
方

は
受
診
で
き
ま
す
。

対
象
者

50
歳
以
上
の
男
性

※
前
立
腺
が
ん
等
で
医
療
機
関
に
受
診

中
や
定
期
的
に
検
査
し
て
い
る
人
は
受

診
不
要
。

料
　金
　
千
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

■
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

※
特
定
健
康
診
査
と
同
時
実
施
の
み
。

対
象
者
　
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
に

40
歳
に
な
る
人
。

料
　金

800
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

■
風
し
ん
抗
体
検
査

対
象
者
　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和

54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
で
ク
ー

ポ
ン
が
あ
る
人
（
検
査
時
要
持
参
）

料
　金
　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
19
日

（
木
）
、
20
日
（
金
）
に
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係
（
☎

内
線
162
）
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

40
歳
以
上
で
６
、
７

月
の
検
診
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
人
を
対
象
に

行
い
ま
す
（
医
療
機
関

や
人
間
ド
ッ
ク
等
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
受

け
る
人
は
除
く
）
。

健
診
日

11
月
10
日
（
金
）
、
11
日

（
土
）

受
付
時
間
　
午
前
９
時
〜
11
時

会
　場
　
産
業
セ
ン
タ
ー

定
　員
　
両
日
と
も
100
人
程
度

料
　金
　
無
料

※
検
診
車
は
両
日
と
も
１
台
で
実
施
し

ま
す
。

■
喀
た
ん
検
診

対
象
者
　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受

診
し
次
に
該
当
す
る
人
。

▼
重
ク
ロ
ム
酸
、
石
綿
等
を
吸
う
業
務

に
従
事
し
た
、
ま
た
は
50
歳
以
上
で
喫

煙
指
数
（
１
日
本
数
×
年
数
）
が
600
以

上
の
人
。

料
　金
　
千
円
（
70
歳
以
上
無
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

10
月
19
日

（
木
）
、
20
日
（
金
）
に
健
康
福
祉
課

健
康
づ
く
り
係
（
☎
内
線
162
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

コミュニティ助成事業
黒水南区で防災資機材の整備

　（一財）自治総合センターは、宝くじの社会
貢献広報事業として、地域社会の健全な発展と
住民の福祉向上を目的に様々なコミュニティ活
動を助成しています。
　このたび、黒水南区は、宝くじの助成を受け
て、発電機、投光器、ガソリン携行缶、コード

リール、防災ラジオ、リヤカー、ヘルメット、
テント、テーブル、ＬＥＤ強力ライトとこれら
の防災資機材を保管するための簡易な倉庫を整
備しました。
　黒水南区では、日頃の防災活動の活性化と災
害時の迅速な対応のため、これらの防災資機材
を有効に活用していき
ます。　
問い合わせ　総務課防
災係（☎内線321）
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加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
先
月
ま
で
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
主
人
公
の

モ
デ
ル
で
、
植
物
学
者
の
牧
野
富
太
郎

（
一
八
六
二
〜
一
九
五
七
）
が
加
茂
町
を

訪
れ
た
こ
と
は
、
昭
和
五
十
七
年
（
一

九
八
二
）
に
内
川
定
七
（
元
加
茂
農
林

高
校
教
諭
）
が
紹
介
し
て
い
ま
す
（
加

茂
野
草
の
会
『
野
草
』
創
刊
号
）。
五
〜

七
月
に
新
潟
県
立
植
物
園
（
新
潟
市
秋

葉
区
）で
開
か
れ
た「
牧
野
富
太
郎
展
」や
、

九
月
四
日
付
の
新
潟
日
報
『
お
と
な
プ

ラ
ス
』
紙
も
、
改
め
て
こ
の
事
実
に
注

目
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
来
町
の
理
由

は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
以
下

で
は
、
そ
の
動
機
を
明
ら
か
に
し
て
み

ま
す
。

　
富
太
郎
が
来
町
し

た
昭
和
十
九
年
（
一

九
四
四
）
は
農
業
が

深
刻
に
落
ち
込
み
、

に
わ
か
に
野
草
食
が

脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。

こ
の
年
四
月
か
ら
五

月
に
か
け
て
、
長
岡

第
一
師
範
学
校
女
子

部（
の
ち
新
潟
大
学
教
育
学
部
長
岡
分
校
）

の
一
部
学
生
が
加
茂
町
に
滞
在
し
、
加
茂

農
林
学
校
と
県
立
農
村
工
業
指
導
所
（
各

神
明
町
）
で
野
草
利
用
の
実
習
を
受
け
ま

し
た
（『
新
潟
日
報
』
昭
和
19
・
５
・
11
）。

給
食
や
家
庭
の
食
卓
に
ゆ
と
り
を
も
た
ら

す
と
、
国
は
盛
ん
に
野
草
食
を
喧
伝
し
、

家
事
科
（
家
庭
科
）
を
目
指
す
教
員
必
須

の
技
能
と
し
た
の
で
す
。
こ
の
実
習
は
注

目
さ
れ
、
他
県
の
視
察
も
受
け
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
七
日
、
八
十
二
歳
の
富
太

郎
は
次
女
鶴
代
と
来
町
し
、
翌
日
か
ら

三
日
間
、
農
村
工
業
指
導
所
と
加
茂
農

林
学
校
へ
通
い
ま
し
た
（『
牧
野
富
太
郎

植
物
採
取
行
動
録
』）。
農
村
工
業
指
導

所
で
は
、
東
日
本
の
一
道
・
二
二
県
の

技
術
者
等
を
集
め
た
食
糧
資
源
利
用
講

習
が
開
か
れ
、
富
太
郎
は
「
食
用
野
草

に
つ
い
て
」
の
演
題
で
初
日
の
講
師
を

勤
め
ま
し
た
。
た
だ
、
講
習
に
先
立
つ

六
月
三
日
付
の
新
聞
に
載
っ
た
広
報
で

は
、
富
太
郎
の
演
題
を
「
食
用
植
物
に

就
い
て
」
と
し
て
い
ま
す
（『
新
潟
日
報
』

昭
和
19・６・３
）。「
食
用
植
物
」か
ら「
食

用
野
草
」
に
変
更
し
た
の
は
、
収
穫
期

を
前
に
い
っ
そ
う
食
糧
事
情
が
悪
く
な

り
、
野
草
の
利
用
を
う
な
が
す
ほ
か
選

択
肢
が
な
く
な
っ
た
戦
時
下
の
実
情
を

う
か
が
わ
せ
ま
す
。
ほ
か
の
講
師
も
、

「
救
荒
植
物
の
栄
養
価
」
と
「
野
草
調

理
実
習
と
試
食
」
を
演
題
と
し
、
主
眼

は
い
か
に
目
下
の
困
難
を
乗
り
切
る
か

に
あ
り
ま
し
た
（『
新
潟
日
報
』
昭
和

19
・
６
・
28
）。

　
富
太
郎
は
金
銭
的
な
ゆ
と
り
が
少
な

く
、
地
方
か
ら
講
師
に
招
か
れ
る
機
会
を

と
ら
え
て
、
植
物
研
究
に
精
を
出
し
た
と

い
い
ま
す
（『
牧
野
富
太
郎
自
叙
伝
』）。

十
九
年
の
来
町
で
も
、
そ
の
精
神
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。
青
海
神
社
の
境
内
を
歩
い

た
彼
は
、
星
が
き
ら
め
く
よ
う
な
大
小
の

白
い
斑
点
を
持
つ
ヒ
メ
ア
ヲ
キ
に
注
目

し
、「
ホ
シ
テ
ン
ヒ
メ
ア
ヲ
キ
」
の
新
称

を
与
え
、
主
宰
す
る
学
術
誌
に
発
表
し
ま

し
た
（『
牧
野
植
物
混
混
錄
』
第
三
号
）。

こ
う
し
て
、
富
太
郎
は
国
策
の
講
習
会
で

講
師
を
勤
め
る
に
留
ま
ら
な
い
足
跡
を
、

加
茂
町
へ
と
残
し
て
い
き
ま
し
た
。

 （
中
澤
資
裕
・
植
物
愛
好
家 

佐
藤
萬
三
）

一
般
寄
附
金

▼
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
支
社
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
80
万
２
千
円

加
茂
市
へ

▼
株
式
会
社
大
湊
文
吉
商
店
様
か
ら

　   

「
加
茂
屏
風
」
三
尺
四
曲  

金  

秋
草
１
隻

▼
株
式
会
社
　
品
川
ア
ー
ト
・
プ
様
か
ら

   

　
　
絵
本
「
パ
ン
ダ
の
ど
す
ん

　
　
　
　
　
　
ボ
ク
の
お
き
に
い
り
」
４
冊

▼
中
澤
　
利
彦
様
か
ら

　
　
著
書
『
10
代
の
バ
イ
ブ
ル
』
12
冊

牧
野
富
太
郎
と
加
茂
町

新潟県立農村工業指導所

再植予定の苗

編
　
集
　
後
　
記

消
費
生
活
情
報

さ
だ
し
ち

つ
ま
び

け
ん
で
ん

き
ゅ
う
こ
うは

ん
て
ん

こ
ん
こ
ん
ろ
く

つ

　
最
近
、
あ
る
人
か
ら
加
茂
に

再
び
ホ
シ
テ
ン
ヒ
メ
ア
オ
キ
を

自
生
さ
せ
よ
う
と
、
青
海
神
社

の
ご
協
力
の
も
と
再
植
の
準
備
を
進
め
て
い
る
、
と

広
報
広
聴
係
へ
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
人
は
現

在
県
外
に
お
住
ま
い
で
す
が
、
若
い
頃
に
根
が
露
出

し
て
い
た
ホ
シ
テ
ン
ヒ
メ
ア
オ
キ
を
加
茂
山
で
見
つ

け
、
加
茂
に
い
る
叔
父
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を
相
談
し

て
、
挿
し
木
を
し
て
苗
を
育
て
も
ら
い
、
育
っ
た
苗

を
青
海
神
社
境
内
に
植
栽
し
た
そ
う
で
す
。

　
た
だ
そ
の
後
、
希
少
な
こ
と
も
あ
っ
て
か
苗
木
は

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
加
茂
の

人
た
ち
に
、
ホ
シ
テ
ン
ヒ
メ
ア
オ
キ
の
事
を
も
っ
と

知
っ
て
ほ
し
い
と
、
家
族
や
加
茂
の
親
族
に
も
協
力

し
て
も
ら
い
、
境
内
に
再
植
す
る
計
画
を
進
め
て
い

る
そ
う
で
す
。（
小
）



29
㈰
大安

・ニュースポーツ体験会
　　　　　勤労者体育センター　 9：00～12：00
・炭焼き体験　　　　炭焼小屋　11：00～12：00
・定期露店市場
・休館日（民俗資料館）
　休日当番医　ながば耳鼻咽喉科医院
 　　　　　　☎５３－０７５１ 　9：00～17：00
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
電
気
柵
の
設
置
要
望
調
査

25
㈬
先勝

26
㈭
友引

27
㈮
先負

28
㈯
仏滅

24
㈫
赤口

2
㈭
先負

3
㈮
仏滅

4
㈯
大安

5
㈰
赤口

・骨粗しょう症検診　
　　　　　　　　ゆきつばき荘　 9：00／13：00
・定期露店市場
・休館日（文化会館、温水プール）
・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室　 9：00～15：00
・骨粗しょう症検診
　　　　　　　　ゆきつばき荘　 9：00／13：00
・行政相談　　市役所相談室１　 9：00～11：30
・認知症サポーターステップアップ講座
　　　　　　　　　402会議室　13：30～15：30
・休館日（美人の湯、ＢＢＣ）

・休館日（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・献血　市役所１階市民ロビー　 9：00～11：30
・スマホ講習会　　　　西分館　 9：30から
・元気はつらつ教室
　　　　　　　　中央コミセン　10：00～11：30
・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・ペアレントトレーニング
　　　　教育支援ｾﾝﾀｰやすらぎ　15：00～16：30
・初心者テニス教室
　　　　　　　　すぱーく加茂　19：30～21：00

・なんでも健康相談　　公民館　 9：30～11：30
・スマホ講習会　　　　西分館　 9：30から
・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館日（ＢＢＣ）

10月・11月

23
大安

10月

㈪

1
友引

11月

㈬

・休館日（民俗資料館）
　休日当番医　みながわ整形外科
 　　　　　　☎５３－３８７７ 　9：00～17：00

・親子運動教室
　　　　　勤労者体育センター　19：00～20：00
・休館日（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・男女共同参画セミナー
　　　　　　　　　301会議室　10：00～12：00
・休館日（文化会館、温水プール）

・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室　 9：00～15：00
・はかり検査　市役所相談室１　10：30～15：00
・下条地区の農業の未来を考える座談会
　　　　　　下条体育センター　19：00～20：30
・市長との座談会
　　　　　　中央コミセン　　　19：00～20：30
・休館日（ＢＢＣ）

・緊急地震速報訓練　　　　　　10：00から
・一般映画鑑賞会「ミッドナイト・バス」
　　　　　　市立図書館　　　　14：00から
・休館日（ＢＢＣ）

・一般映画鑑賞会「ミッドナイト・バス」
　　　　　　市立図書館　　　　14：00から
・定期露店市場
・休館日（民俗資料館）

電
気
柵
の
設
置
要
望
調
査

　
加
茂
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
た
電
気
柵
の
整
備
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
設
置
要
望
調
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
要
望
す
る
場
合
は
、

「
電
気
柵
設
置
要
望
調
査
個
別
表
」
を

農
林
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

電
気
柵
設
置
要
望
調
査
個
別
表
は
、

農
林
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

要
望
条
件
　
電
気
柵
ひ
と
く
く
り
に
つ

き
、
３
戸
以
上
の
受
益
者
が
い
る
こ

と
。
耐
用
年
数
８
年
以
上
の
設
置
と
維

持
管
理
が
で
き
る
こ
と
。

留
意
事
項
　
電
気
柵
導
入
に
係
る
負
担

金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ

の
被
害
が
な
い
地
区
・
ほ
場
は
対
象
外

で
す
。

締
め
切
り
　
11
月
30
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課

（
☎
内
線
414
）

30
㈪
赤口

31
㈫
先勝

　文化の日
・総体　バレーボール　学校体育館
・総体　サッカー　サッカー場　 9：30から
・総体　駅伝
　　　　勤労者体育センター脇　10：00から
・第55回市展（会期は11月7日まで、3日は10：30
　　　　　　　から、7日は16：00まで）
・初心者テニス教室
　　　　　　　　すぱーく加茂　19：30～21：00
・粟ケ岳山閉い
・休館日（市立図書館、民俗資料館）
　休日当番医　堀内医院
　　　　　　☎５２－０９５３ 　 9：00～17：00

いたわりと思いやりの心で　ふれあいの輪をひろげます市民憲章  第 4 条（公共心・公徳心）
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加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
先
月
ま
で
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
主
人
公
の

モ
デ
ル
で
、
植
物
学
者
の
牧
野
富
太
郎

（
一
八
六
二
〜
一
九
五
七
）
が
加
茂
町
を

訪
れ
た
こ
と
は
、
昭
和
五
十
七
年
（
一

九
八
二
）
に
内
川
定
七
（
元
加
茂
農
林

高
校
教
諭
）
が
紹
介
し
て
い
ま
す
（
加

茂
野
草
の
会
『
野
草
』
創
刊
号
）。
五
〜

七
月
に
新
潟
県
立
植
物
園
（
新
潟
市
秋

葉
区
）で
開
か
れ
た「
牧
野
富
太
郎
展
」や
、

九
月
四
日
付
の
新
潟
日
報
『
お
と
な
プ

ラ
ス
』
紙
も
、
改
め
て
こ
の
事
実
に
注

目
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
来
町
の
理
由

は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
以
下

で
は
、
そ
の
動
機
を
明
ら
か
に
し
て
み

ま
す
。

　
富
太
郎
が
来
町
し

た
昭
和
十
九
年
（
一

九
四
四
）
は
農
業
が

深
刻
に
落
ち
込
み
、

に
わ
か
に
野
草
食
が

脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。

こ
の
年
四
月
か
ら
五

月
に
か
け
て
、
長
岡

第
一
師
範
学
校
女
子

部（
の
ち
新
潟
大
学
教
育
学
部
長
岡
分
校
）

の
一
部
学
生
が
加
茂
町
に
滞
在
し
、
加
茂

農
林
学
校
と
県
立
農
村
工
業
指
導
所
（
各

神
明
町
）
で
野
草
利
用
の
実
習
を
受
け
ま

し
た
（『
新
潟
日
報
』
昭
和
19
・
５
・
11
）。

給
食
や
家
庭
の
食
卓
に
ゆ
と
り
を
も
た
ら

す
と
、
国
は
盛
ん
に
野
草
食
を
喧
伝
し
、

家
事
科
（
家
庭
科
）
を
目
指
す
教
員
必
須

の
技
能
と
し
た
の
で
す
。
こ
の
実
習
は
注

目
さ
れ
、
他
県
の
視
察
も
受
け
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
七
日
、
八
十
二
歳
の
富
太

郎
は
次
女
鶴
代
と
来
町
し
、
翌
日
か
ら

三
日
間
、
農
村
工
業
指
導
所
と
加
茂
農

林
学
校
へ
通
い
ま
し
た
（『
牧
野
富
太
郎

植
物
採
取
行
動
録
』）。
農
村
工
業
指
導

所
で
は
、
東
日
本
の
一
道
・
二
二
県
の

技
術
者
等
を
集
め
た
食
糧
資
源
利
用
講

習
が
開
か
れ
、
富
太
郎
は
「
食
用
野
草

に
つ
い
て
」
の
演
題
で
初
日
の
講
師
を

勤
め
ま
し
た
。
た
だ
、
講
習
に
先
立
つ

六
月
三
日
付
の
新
聞
に
載
っ
た
広
報
で

は
、
富
太
郎
の
演
題
を
「
食
用
植
物
に

就
い
て
」
と
し
て
い
ま
す
（『
新
潟
日
報
』

昭
和
19・６・３
）。「
食
用
植
物
」か
ら「
食

用
野
草
」
に
変
更
し
た
の
は
、
収
穫
期

を
前
に
い
っ
そ
う
食
糧
事
情
が
悪
く
な

り
、
野
草
の
利
用
を
う
な
が
す
ほ
か
選

択
肢
が
な
く
な
っ
た
戦
時
下
の
実
情
を

う
か
が
わ
せ
ま
す
。
ほ
か
の
講
師
も
、

「
救
荒
植
物
の
栄
養
価
」
と
「
野
草
調

理
実
習
と
試
食
」
を
演
題
と
し
、
主
眼

は
い
か
に
目
下
の
困
難
を
乗
り
切
る
か

に
あ
り
ま
し
た
（『
新
潟
日
報
』
昭
和

19
・
６
・
28
）。

　
富
太
郎
は
金
銭
的
な
ゆ
と
り
が
少
な

く
、
地
方
か
ら
講
師
に
招
か
れ
る
機
会
を

と
ら
え
て
、
植
物
研
究
に
精
を
出
し
た
と

い
い
ま
す
（『
牧
野
富
太
郎
自
叙
伝
』）。

十
九
年
の
来
町
で
も
、
そ
の
精
神
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。
青
海
神
社
の
境
内
を
歩
い

た
彼
は
、
星
が
き
ら
め
く
よ
う
な
大
小
の

白
い
斑
点
を
持
つ
ヒ
メ
ア
ヲ
キ
に
注
目

し
、「
ホ
シ
テ
ン
ヒ
メ
ア
ヲ
キ
」
の
新
称

を
与
え
、
主
宰
す
る
学
術
誌
に
発
表
し
ま

し
た
（『
牧
野
植
物
混
混
錄
』
第
三
号
）。

こ
う
し
て
、
富
太
郎
は
国
策
の
講
習
会
で

講
師
を
勤
め
る
に
留
ま
ら
な
い
足
跡
を
、

加
茂
町
へ
と
残
し
て
い
き
ま
し
た
。

 （
中
澤
資
裕
・
植
物
愛
好
家 
佐
藤
萬
三
）

一
般
寄
附
金

▼
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
支
社
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
80
万
２
千
円

加
茂
市
へ

▼
株
式
会
社
大
湊
文
吉
商
店
様
か
ら

　   

「
加
茂
屏
風
」
三
尺
四
曲  

金  

秋
草
１
隻

▼
株
式
会
社
　
品
川
ア
ー
ト
・
プ
様
か
ら

   

　
　
絵
本
「
パ
ン
ダ
の
ど
す
ん

　
　
　
　
　
　
ボ
ク
の
お
き
に
い
り
」
４
冊

▼
中
澤
　
利
彦
様
か
ら

　
　
著
書
『
10
代
の
バ
イ
ブ
ル
』
12
冊

牧
野
富
太
郎
と
加
茂
町

新潟県立農村工業指導所

再植予定の苗

編
　
集
　
後
　
記

消
費
生
活
情
報

さ
だ
し
ち

つ
ま
び

け
ん
で
ん

き
ゅ
う
こ
うは

ん
て
ん

こ
ん
こ
ん
ろ
く

つ

　
最
近
、
あ
る
人
か
ら
加
茂
に

再
び
ホ
シ
テ
ン
ヒ
メ
ア
オ
キ
を

自
生
さ
せ
よ
う
と
、
青
海
神
社

の
ご
協
力
の
も
と
再
植
の
準
備
を
進
め
て
い
る
、
と

広
報
広
聴
係
へ
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
人
は
現

在
県
外
に
お
住
ま
い
で
す
が
、
若
い
頃
に
根
が
露
出

し
て
い
た
ホ
シ
テ
ン
ヒ
メ
ア
オ
キ
を
加
茂
山
で
見
つ

け
、
加
茂
に
い
る
叔
父
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を
相
談
し

て
、
挿
し
木
を
し
て
苗
を
育
て
も
ら
い
、
育
っ
た
苗

を
青
海
神
社
境
内
に
植
栽
し
た
そ
う
で
す
。

　
た
だ
そ
の
後
、
希
少
な
こ
と
も
あ
っ
て
か
苗
木
は

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
加
茂
の

人
た
ち
に
、
ホ
シ
テ
ン
ヒ
メ
ア
オ
キ
の
事
を
も
っ
と

知
っ
て
ほ
し
い
と
、
家
族
や
加
茂
の
親
族
に
も
協
力

し
て
も
ら
い
、
境
内
に
再
植
す
る
計
画
を
進
め
て
い

る
そ
う
で
す
。（
小
）



29
㈰
大安

・ニュースポーツ体験会
　　　　　勤労者体育センター 9：00～12：00
・炭焼き体験　　　　炭焼小屋　11：00～12：00
・定期露店市場
・休館日（民俗資料館）
休日当番医　ながば耳鼻咽喉科医院
 　　　　 ☎５３－０７５１ 　9：00～17：00
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
電
気
柵
の
設
置
要
望
調
査

25
㈬
先勝

26
㈭
友引

27
㈮
先負

28
㈯
仏滅

24
㈫
赤口

2
㈭
先負

3
㈮
仏滅

4
㈯
大安

5
㈰
赤口

・骨粗しょう症検診　
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：00／13：00
・定期露店市場
・休館日（文化会館、温水プール）
・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室 9：00～15：00
・骨粗しょう症検診
　　　　　　　　ゆきつばき荘 9：00／13：00
・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・認知症サポーターステップアップ講座
　　　　　　　　 402会議室　13：30～15：30
・休館日（美人の湯、ＢＢＣ）

・休館日（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・献血　市役所１階市民ロビー 9：00～11：30
・スマホ講習会　　　　西分館 9：30から
・元気はつらつ教室
　　　　　　　　中央コミセン　10：00～11：30
・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・ペアレントトレーニング
　　　　教育支援ｾﾝﾀｰやすらぎ　15：00～16：30
・初心者テニス教室
　　　　　　　　すぱーく加茂　19：30～21：00

・なんでも健康相談　　公民館 9：30～11：30
・スマホ講習会　　　　西分館 9：30から
・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館日（ＢＢＣ）

10月・11月

23
大安

10月

㈪

1
友引

11月

㈬

・休館日（民俗資料館）
休日当番医　みながわ整形外科
 　　　　 ☎５３－３８７７ 　9：00～17：00

・親子運動教室
　　　　　勤労者体育センター　19：00～20：00
・休館日（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・男女共同参画セミナー
　　　　　　　 　301会議室　10：00～12：00
・休館日（文化会館、温水プール）

・心配ごと相談
　　　　　　市役所別棟相談室 9：00～15：00
・はかり検査　市役所相談室１　10：30～15：00
・下条地区の農業の未来を考える座談会
　　　　　　下条体育センター　19：00～20：30
・市長との座談会
　　　　　　中央コミセン　　　19：00～20：30
・休館日（ＢＢＣ）

・緊急地震速報訓練　　　　　　10：00から
・一般映画鑑賞会「ミッドナイト・バス」
　　　　　　市立図書館　　　　14：00から
・休館日（ＢＢＣ）

・一般映画鑑賞会「ミッドナイト・バス」
　　　　　　市立図書館　　　　14：00から
・定期露店市場
・休館日（民俗資料館）

電
気
柵
の
設
置
要
望
調
査

　
加
茂
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
た
電
気
柵
の
整
備
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
令
和
６
年
度
の
設
置
要
望
調
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
要
望
す
る
場
合
は
、

「
電
気
柵
設
置
要
望
調
査
個
別
表
」
を

農
林
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

電
気
柵
設
置
要
望
調
査
個
別
表
は
、

農
林
課
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

要
望
条
件
　
電
気
柵
ひ
と
く
く
り
に
つ

き
、
３
戸
以
上
の
受
益
者
が
い
る
こ

と
。
耐
用
年
数
８
年
以
上
の
設
置
と
維

持
管
理
が
で
き
る
こ
と
。

留
意
事
項
　
電
気
柵
導
入
に
係
る
負
担

金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ

の
被
害
が
な
い
地
区
・
ほ
場
は
対
象
外

で
す
。

締
め
切
り

11
月
30
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
　
農
林
課

（
☎
内
線
414
）

30
㈪
赤口

31
㈫
先勝

文化の日
・総体　バレーボール　学校体育館
・総体　サッカー　サッカー場 9：30から
・総体　駅伝
　　　　勤労者体育センター脇　10：00から
・第55回市展（会期は11月7日まで、3日は10：30
　　　　　　 から、7日は16：00まで）
・初心者テニス教室
　　　　　　　　すぱーく加茂　19：30～21：00
・粟ケ岳山閉い
・休館日（市立図書館、民俗資料館）
休日当番医　堀内医院
　　　　 ☎５２－０９５３ 9：00～17：00

いたわりと思いやりの心で　ふれあいの輪をひろげます市民憲章  第 4 条（公共心・公徳心）

広報かも　No.808　5．10．15　　 1615　　 広報かも　No.808　5．10．15

加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
先
月
ま
で
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続

テ
レ
ビ
小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
主
人
公
の

モ
デ
ル
で
、
植
物
学
者
の
牧
野
富
太
郎

（
一
八
六
二
〜
一
九
五
七
）
が
加
茂
町
を

訪
れ
た
こ
と
は
、
昭
和
五
十
七
年
（
一

九
八
二
）
に
内
川
定
七
（
元
加
茂
農
林

高
校
教
諭
）
が
紹
介
し
て
い
ま
す
（
加

茂
野
草
の
会
『
野
草
』
創
刊
号
）。
五
〜

七
月
に
新
潟
県
立
植
物
園
（
新
潟
市
秋

葉
区
）で
開
か
れ
た「
牧
野
富
太
郎
展
」や
、

九
月
四
日
付
の
新
潟
日
報
『
お
と
な
プ

ラ
ス
』
紙
も
、
改
め
て
こ
の
事
実
に
注

目
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
来
町
の
理
由

は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
以
下

で
は
、
そ
の
動
機
を
明
ら
か
に
し
て
み

ま
す
。

　
富
太
郎
が
来
町
し

た
昭
和
十
九
年
（
一

九
四
四
）
は
農
業
が

深
刻
に
落
ち
込
み
、

に
わ
か
に
野
草
食
が

脚
光
を
浴
び
ま
し
た
。

こ
の
年
四
月
か
ら
五

月
に
か
け
て
、
長
岡

第
一
師
範
学
校
女
子

部（
の
ち
新
潟
大
学
教
育
学
部
長
岡
分
校
）

の
一
部
学
生
が
加
茂
町
に
滞
在
し
、
加
茂

農
林
学
校
と
県
立
農
村
工
業
指
導
所
（
各

神
明
町
）
で
野
草
利
用
の
実
習
を
受
け
ま

し
た
（『
新
潟
日
報
』
昭
和
19
・
５
・
11
）。

給
食
や
家
庭
の
食
卓
に
ゆ
と
り
を
も
た
ら

す
と
、
国
は
盛
ん
に
野
草
食
を
喧
伝
し
、

家
事
科
（
家
庭
科
）
を
目
指
す
教
員
必
須

の
技
能
と
し
た
の
で
す
。
こ
の
実
習
は
注

目
さ
れ
、
他
県
の
視
察
も
受
け
ま
し
た
。

六
月
二
十
七
日
、
八
十
二
歳
の
富
太

郎
は
次
女
鶴
代
と
来
町
し
、
翌
日
か
ら

三
日
間
、
農
村
工
業
指
導
所
と
加
茂
農

林
学
校
へ
通
い
ま
し
た
（『
牧
野
富
太
郎

植
物
採
取
行
動
録
』）。
農
村
工
業
指
導

所
で
は
、
東
日
本
の
一
道
・
二
二
県
の

技
術
者
等
を
集
め
た
食
糧
資
源
利
用
講

習
が
開
か
れ
、
富
太
郎
は
「
食
用
野
草

に
つ
い
て
」
の
演
題
で
初
日
の
講
師
を

勤
め
ま
し
た
。
た
だ
、
講
習
に
先
立
つ

六
月
三
日
付
の
新
聞
に
載
っ
た
広
報
で

は
、
富
太
郎
の
演
題
を
「
食
用
植
物
に

就
い
て
」
と
し
て
い
ま
す
（『
新
潟
日
報
』

昭
和
19・６・３
）。「
食
用
植
物
」か
ら「
食

用
野
草
」
に
変
更
し
た
の
は
、
収
穫
期

を
前
に
い
っ
そ
う
食
糧
事
情
が
悪
く
な

り
、
野
草
の
利
用
を
う
な
が
す
ほ
か
選

択
肢
が
な
く
な
っ
た
戦
時
下
の
実
情
を

う
か
が
わ
せ
ま
す
。
ほ
か
の
講
師
も
、

「
救
荒
植
物
の
栄
養
価
」
と
「
野
草
調

理
実
習
と
試
食
」
を
演
題
と
し
、
主
眼

は
い
か
に
目
下
の
困
難
を
乗
り
切
る
か

に
あ
り
ま
し
た
（『
新
潟
日
報
』
昭
和

19
・
６
・
28
）。

富
太
郎
は
金
銭
的
な
ゆ
と
り
が
少
な

く
、
地
方
か
ら
講
師
に
招
か
れ
る
機
会
を

と
ら
え
て
、
植
物
研
究
に
精
を
出
し
た
と

い
い
ま
す
（『
牧
野
富
太
郎
自
叙
伝
』）。

十
九
年
の
来
町
で
も
、
そ
の
精
神
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。
青
海
神
社
の
境
内
を
歩
い

た
彼
は
、
星
が
き
ら
め
く
よ
う
な
大
小
の

白
い
斑
点
を
持
つ
ヒ
メ
ア
ヲ
キ
に
注
目

し
、「
ホ
シ
テ
ン
ヒ
メ
ア
ヲ
キ
」
の
新
称

を
与
え
、
主
宰
す
る
学
術
誌
に
発
表
し
ま

し
た
（『
牧
野
植
物
混
混
錄
』
第
三
号
）。

こ
う
し
て
、
富
太
郎
は
国
策
の
講
習
会
で

講
師
を
勤
め
る
に
留
ま
ら
な
い
足
跡
を
、

加
茂
町
へ
と
残
し
て
い
き
ま
し
た
。

（
中
澤
資
裕
・
植
物
愛
好
家
佐
藤
萬
三
）

一
般
寄
附
金

▼
明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
支
社
様
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

80
万
２
千
円

加
茂
市
へ

▼
株
式
会
社
大
湊
文
吉
商
店
様
か
ら

「
加
茂
屏
風
」
三
尺
四
曲  

金  

秋
草
１
隻

▼
株
式
会
社
　
品
川
ア
ー
ト
・
プ
様
か
ら

  

　
　
絵
本
「
パ
ン
ダ
の
ど
す
ん

　
　
　
　
　

ボ
ク
の
お
き
に
い
り
」
４
冊

▼
中
澤
　
利
彦
様
か
ら

著
書
『
10
代
の
バ
イ
ブ
ル
』
12
冊

牧
野
富
太
郎
と
加
茂
町

新潟県立農村工業指導所

再植予定の苗

編
　
集
　
後
　
記

消
費
生
活
情
報

さ
だ
し
ち

つ
ま
び

け
ん
で
ん

き
ゅ
う
こ
うは

ん
て
ん

こ
ん
こ
ん
ろ
く

つ

　
最
近
、
あ
る
人
か
ら
加
茂
に

再
び
ホ
シ
テ
ン
ヒ
メ
ア
オ
キ
を

自
生
さ
せ
よ
う
と
、
青
海
神
社

の
ご
協
力
の
も
と
再
植
の
準
備
を
進
め
て
い
る
、
と

広
報
広
聴
係
へ
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
人
は
現

在
県
外
に
お
住
ま
い
で
す
が
、
若
い
頃
に
根
が
露
出

し
て
い
た
ホ
シ
テ
ン
ヒ
メ
ア
オ
キ
を
加
茂
山
で
見
つ

け
、
加
茂
に
い
る
叔
父
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を
相
談
し

て
、
挿
し
木
を
し
て
苗
を
育
て
も
ら
い
、
育
っ
た
苗

を
青
海
神
社
境
内
に
植
栽
し
た
そ
う
で
す
。

　
た
だ
そ
の
後
、
希
少
な
こ
と
も
あ
っ
て
か
苗
木
は

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
加
茂
の

人
た
ち
に
、
ホ
シ
テ
ン
ヒ
メ
ア
オ
キ
の
事
を
も
っ
と

知
っ
て
ほ
し
い
と
、
家
族
や
加
茂
の
親
族
に
も
協
力

し
て
も
ら
い
、
境
内
に
再
植
す
る
計
画
を
進
め
て
い

る
そ
う
で
す
。（
小
）
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●
編
集
・
発
行
　
加
茂
市
役
所
総
務
課
広
報
広
聴
係

●
印
刷
　
㈱
小
野
塚
印
刷
所

人口のうごき　10月1日現在 世帯　10,122 (-9) 人口　24,707  (-38)　
男　12,070  (-17)　女　12,637  (-21)　（　）内は前月比
（9月異動分）出生5 (男3 女2)　死亡29 (男 12 女 17)　転出35　転入21

【有料広告】

【有料広告】

ちょこっと SDGsちょこっと SDGs
　話題の「SDGｓ」について、ちょこっと学んでい
くコーナーです。 第12回目は「持続可能な消費と
生産」を取り上げます。

目標１２
「持続可能な
　　　　消費と生産」
持続可能な消費生産形態を確保する

　環境や人・社会・地域などに配慮した消費
行動は、地域の活性化や雇用につながります
（エシカル消費）。加茂市では４・９のつく日の
朝には定期露店市場（六斎市）が開かれてい
ます。その時期の地場産品を扱うお店もあり
ますので、ぜひお立ち寄りください。

参考：外務省ＨＰ
（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html）




